取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 


か 


®TOYOTA 




TABLE OF CONTENTS 

目次 


運転する前に 

運転するまでに必要となる操作、ごま意が説明してあります。 
(ドアの開閉、シートの調整、チャイルドシートの取扱いなど） 

運転ずるとをに 

走行、停止の方法や安全運転のち法が説明してあ0ます。 
(エンジンのかけち、ーターの見ちなど） 

室内装備の使い方 

室内装備を快適にご使用いただ<ための説明がしてあります。 

(室巧口のつけち、室内装備の使いちなど） 

お手入れのしかた 

お車のお手入れ、メンテナンスに関するち法び説明して 
あ0ます。（内•外装の手入れ、電球の交換など） 

トラブルび起きた6 

故障やパンクしたとをなど、万一のとさの对処に関する 
説明びしてあ0ます。（けん引について、警告口がついた 
ときの对処など） 

車両仕様 

車の仕様やカスタマイズ機能に関する情報び記載して 
あ0ます。（指定燃料、各オイル量、カスタマイズ項目など） 

さ < し、ん 

本書に記載されている情報を五十音順などのち法で 
探すことができます。 


六一力ーオプションの DVD ナビゲーションシステムを装着されたちは、 
別冊の 「 DVD ナビゲーシヨンシステム取扱書」ち併せてお読みください。 


1 

























TABLE OF CONTENTS 


目次 


1-3. シート、 A ンドル、 

5ラーの調整のしかた 

フ□ントシート 
U ヤシート'…'… 

へツドレスト.... 
シートベルト.... 

八ンドル . 

インナー云 ラー 
ドア云 ラー ........ 


1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


バワーウィンドウ . 64 

1- 己.給ミ由のしかた 

給ミ由□の開けち . 曰8 

1-6. 盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 
システム . 72 


Pjl 転ずる前に 


1-1 .キーの取扱い 

キー . 20 

1-2. ドアの開閉のしかた、 

□ックのしかた 

スマートエント I 」一 Si 

スタートシステム . 22 

ワイヤレスリモコン . 32 

ドア 

(フ□ントドア、 U ヤドア） ..... 35 
バックドア . 39 


1- ス安全にお使いいただくために 


正しい運転姿勢 . 73 

SRS エアノくツグ . 7已 

チヤイルドシートの 
取0付け . 84 


t 運転ずるとさに 
2-1 .運転のしかた 


産おにあたって . 92 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 
(スマートエント1」一& 

スタートシステム装着車) ........ 102 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 
(スマートエント U — & 


スタートシステム非装着車）.…106 
オートマチックトランス 


ニッソヨン . I 09 

方向指示レバー . 111 

パーキングブレーキ . 112 

ホーン（警音器） . 113 

2-2 .メ ーターの見方 

計器類 . 114 

表示灯/警告灯 . 117 

ドライブモニター . 120 

2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 
使い方 

ライトスイッチ . 122 

フォグライトスイッチ . 125 

ワイパー&ウォッシャー 
(フ□ント） . 127 

ワイパー&ウォッシャー 

(U ヤ） . 129 


4已2 4 〇12 
4 4已己6 6 6 


2 






































2-4. その他の走行装置の使い方 


4 WD オートモード 

スイッチ . 131 

運転を補助する装置 . 132 

ETC システム . 137 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとさのを意 . 155 

寒冷時の運転 . 157 


室内装備の使い方 
3-1 .エアコン- デフ オッガーの 


使いち 

オートエアつン . 162 

マニュアルエアコン . 170 

U ヤウインドウデフォッガー 

(曇 0 取 0). 176 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 177 

3-2 .オーディオの使い方 

オーディオの種類 

(オーディオ装着車) . 178 

ラジオの使いち . 180 


3-3. 室内 I 灯のつけ方 


室内灯一覧 . 200 

•パーソナルライト . 202 

■インテ U アライト . 202 

3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 203 

-グ□ーブボックス . 204 

•助手席アッパーボックス ...... 20已 

•カップホルダー . 206 

■ボトルホルダー 

(ドアポケット） . 207 

■ル物入れ . 208 

•オープントレイ . 209 

•カードホルダー . 210 

3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイヴー . 211 

バニティミラー . 212 

時計 . 213 

アクセサ U —ソケット . 214 

アシストグ U ップ& 

コートフック . 21已 

フ□アマット . 216 

ラ ゲージルーム 内装備 . 217 


CD プレーヤーの使いち . 182 

MP 3 /WMA ディスクの 

聞き方 . 188 

快適に聞くために . 196 

AUX 端子の使いち . 19 召 

アンテナ . 199 


3 







































TABLE OF CONTENTS 


目次 


3 お手入れのしかた 且 トラブルび起きた5 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 222 

内装の手入れ . 22已 

タイヤについて . 228 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 231 

ガレージジャッキ . 233 

電球（バルブ）の交換 . 23已 

ヒューズの点検、交換 . 246 

キーの電池交換 . 2已3 

ウォッシャー液の補給 . 2已7 

エアコンフィルターの 
ミ青掃、交換 . 2已召 


己-1.まず初めに 

故障したときは . 262 

非常点滅灯 . 263 

発炎筒 . 264 

けん引について . 266 

イベントデータレコーダー ..... 270 

日- 2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたとさは . 272 

パンクしたときは . 277 

エンジンびかからない 

とさは . 2召8 

シフトレバーがシフト 

でをないとさは . 290 

キーを無くしたときは . 291 

電子キーび正常に働かないとさは 
( スマートエント IJ 一&スタート 
システム装着車） . 292 

パッテ U — びあがった 
ときは . 294 

オーバーヒートしたとをは ..... 298 

スタックしたとをは . 300 

車両を緊急停止するには . 302 


4 
































車両仕様 

6-1. 仕様一覧 

><ンテナンスデータ 
(油脂類の容量と銘柄） ......... 306 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 313 

I さ < いん 

略語一覧 . 316 

五十音順さくいん . 317 

症状別さくいん . 32已 


已 












イラスト目次 


か観 


ヘッドライト （□- ビーム) 



6 















































7 










































8 
















































口 



9 






























イラスト目次 


ま巧 



10 























11 





















イラスト目次 


インストルメント八ネル 


ライトスイツチ P . 122 ^ 
方向指示レバー P . 111- 
フオグライトスイッチ* P . 12已一 


エンジンスイッチ（スマートエント U — 
&スタートシステム非装着車） P . 106 

メーター P . 114 ^ 
ドライブモこター P . 120」 

P オーディオ 

- (メーカーオプション） * P . 178 
ーナビゲーシヨンシステム*※ 


I-ETC (メーカー 
オプシ ヨン）* 

P . 137 

ーカードホルダー# 

P . 210 

ル物入れ P . 208 



カップホルダー 

P . 20色 

ワイパー&ウォツシヤー 
スイッチ P . 127 


"エンジンスタートストップ" 

スイツチ（スマートエント U — 

&スタートシステム装着車） 

P . 102 ^ 


ホーン（警音器） 

P . 113 


給油口才ープナー 

P . 68 


ボンネット解除レバー P . 231 
.八ンドル位置調整レバー P . 色0 


12 


















































































□ 

►オートエアコン装着車 



ホ： 車両型式などで異なる装備やオプション装備 
X :別冊 「 DVD ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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イラスト目次 


インストルメントパネル 


□ 

► マニュアルエアコン装着車 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U がのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換 

異なつた種類や指定!;(外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

•フロントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


ほかの車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転をむびけて<だ 
さい。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引き起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。ノ V ンズフ1」一し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまをまの中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけなし等故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P . 84) をお読みください。 


[保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務付けられています） 
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本書の中の表示について 


[警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあ D ます。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するためおずお読みください。 


ZL ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確なでさない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明し U がで知つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでくださし V ’ "このよラなこと 
を起こさないでください’’といラ意味を表しています。 



操作を示ずち印 

に>スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
をのしています。 

!：：>操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取扱い 

キ— 


お客様へむ下のキーをお渡ししまず。 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 電モキー 

-スマートエントリ ー&スター 
トシステムの作動 （^ P . 22) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^P. 32) 

曰 > (カ ニ カルキ ー 
Q キーナンバープレート 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス 機能装着） 
ワイヤレス 機能の作動 （一口. 32) 
且キー（ワイヤレス 機能非装着) 
0キーナンバープレート 



旦 旦 





I メカニ カルキーを 使うには （スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車) 



メカニカルキーを取り出ず 

使用後はわとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯して < ださい。電子キーの電 
池び切れたとをや、スマートエント 
リー&スタートシステムび正常に作 
動しないとを、方カニカルキーが必要 
になります。 UP . 292) 
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-1 .キーの取扱い 


白知識 

■キー ナ ンバープレート 

車内し U 外のま全な場所（財布の中など）に保管して<ださい。万ーキーを紛失 
した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。 

(一 P ' 291) 

■航空機に柔るとをは 

航空機に電子キー•ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッ 
チを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でも、簡単にスイッ 
チび押されないよラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあ0ます。 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないでください。 

• キーを磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けた0しないで<ださい。 

■電子 キーに ついて 

電子キー-ワイヤレスキーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことを 
お守り < ださい。 

♦電池 交換時し U 州ま、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス 7— トエント スター トシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで1ソ下①操作び行えまず。 
(必ず運転者び携帯してください。） 



□ エンジンの始動（一 P . 1 02) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































ドアの解錠-施錠（フ□ントドア八ンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

-ドアが解錠されたことを確認して 
から、ドアノ V ンドルを引いてくださ 
い。 

-施錠操作後3秒間は解錠でさませ 
Aj 。 


□ ツクスイツチを押して施錠する 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[バックドアの解綻-施錠 



バックドアオープンスイッチを巧 
して解錠ずる 

施綻操作後3秒間は解綻でをません。 



□ックスイッチを巧して施錠ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置と作動範囲 


アンテナの位置 




:ドアの施錠-解錠時 

各ドア八ンドルか日周囲約70 
cm L ツ内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動します。（電子 
キーを検巧しているドア八ンド 
ルのみ作動します） 

:エンジン始動時またはモー 
ド切0替え時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動しまず。 



吕已 





















































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


目知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U-& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコンび正常に作動しない場合びあります。 
(対処ち法： 一 P. 292) 

• 電モキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空港 
びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦電モキーび金属製のちのに接したり、覆われた D しているとを 
♦複数の電子キーび近くにあるとを 

♦電子キーを、 Li (下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用して 
いるとを 

-他の車の電モキー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦U ヤウインドウガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 
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■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ1」一保護のため、し U 下の状況ではスマートエン 
卜 U-& スタートシステムを停止します。 

♦ 2 週間し:!上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった 
♦車両の外約1 m しツ内に電子キーを10分し U 上放置した 

1；(下のいずれかを行5と、スマートエント U — &スタートシステムび復帰し 
ます。 

• ドア八ンドル上のロックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で施錠-解錠する（一 P. 32) 

♦ メカニカルキーで施錠-解錠する（一 P. 292) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。（電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します）スマートエント U-& スタートシステムやワイヤレス機能び作動し 
なかったり、作動範囲び狭くなった D する場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。 

(一 P. 2已 3) 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴 D ま 
す。（一 P. 29) 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、し U 下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで < ださい。 

- TV 

-パソコン 

-充電中の携帯電話やコードレス電話 
-電気スタンド 

■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして<ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検巧されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことちあります） 


- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ご留意いただきたいこと 

♦電モキーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-バックドアの施錠-解錠時に電テキーび地面の近くや高い場所にある、ま 
たは1」ヤバンノ f 一中央に近付をすざた場合 
-電モキーびインストルメントパネルやフロア上、パッケージトレイ煤着 
車のみ）の上、またはグローブボックス内などに置かれている場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま 
車外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検知されて車外から 
のドア□ックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められる 
おそれびあるためミ主意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し U 外でち施錠- 
解綻でをます。 

♦まがでもドアガラスに近い位置に電子キーびあるときは、エンジン始動び可 
能になる場合びあります。 

♦電モキーび作動範囲内にある場合に、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなければ 
約30秒後に自動的に施錠されます） 

♦手袋を装着していると、ドア八ンドルを握っても解錠されない場合びあります。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートエント U-& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦作動範囲（一 P. 2己）への急な接近や、急なドア八ンドル操作をしたときは、 
ドアび解錠されないことびあります。その場合は、一度ドア八ンドルをちと 
の位置にちどして、再度、解錠操作をしてください。 

■長期間運転しないときは 

盜難防止のため、電子キーを車両から2 m し i (上離しておいてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作のセキユリティ機能 

解錠操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告なについて 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、警告灯び点灯することびあります。警告なび点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P . 27己） 

警告音のみび鳴る場合の状況と巧処方法はけ下のよラになります。 


乾化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー"と 

2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたまま、 
スマートエント U — Si スター 
トシステムでドアを施錠しよ 
ラとした 

ま内から電子キーを取 
り出したあと、再度施 
錠してください。 

車外から"ピー"と 
60秒間鳴る 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にせずに、電子 
キーを外に持ち出してドアをス 
マートエント U -& スタート 

システムで施錠しよラとした 

"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にしたあと、再度施錠 
してください。 

車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いている 
とさにスマートエント U -& 
スタートシステムで施錠しよ 
うとした 

全ドアを閉めたあと、 
再度施錠して<ださ 
い。 

車内から"ピー"と 

1回鳴る 

電テキーの電池の残量がかな 

い 

新しい電池と交操して 
ください。 UP . 2己 3) 

車内から"ピー"と 
鳴り続ける 

シフトレバーを P し U 外の位置に 
したまま、ドアを開けて列に出 
よラとした 

シフトレバーを P にし 

て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


お化な 
言□曰 

状況 

対処ち法 

車内から"ピー 、 
ピー"と鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストップ" 

スイッチをアクセヴ1」ーモー 
ドにした（アクセヴ1」ーモード 
のとを運転席ドアを開いた） 

"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にしたあと、運転席ド 
アを閉めて < ださい。 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストップ" 

スイッチを OFF にした 

運転席ドアを閉めて< 
ださい。 


■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に作動しないとさは 

• ドアの施錠.解錠； 一 P. 292 
♦エンジン始動： 一 P. 292 

■電池び切れたとさは 

一 P. 2已3 

■販売店で設定可能な機首目 

スマートエント U-& スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧一 P. 313) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、車内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 25) から約22 cm し U 内に近付か 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認して < ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレス U モコン 


ドアを施錠-解綻できまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

n 全ドア施錠 
旦全ドア解錠 


► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
旦全ドア解錠 




3呂 


























目知識 — 

■作動の合図 

フヴー（スマートエント1」一&スタートシステム装着車）と非常点滅灯の点滅 
で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 
一 P' 2己 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
し U 下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 
♦ワイヤレスキーび金属裂のちのに接したり、覆われているとを 
♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 
♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよラとすると、フヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからも5—度施錠してください。 


- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 
一 P' 27 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

電池の標準的な寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくてち電池 
は消耗します）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P. 2已 4) 

■ 解錠操作のセキユリティ機能 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 
一 P' 29 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

解錠操作後、約30秒し:!内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■電子キーび正常に働かないとさは（スマートエントリー&スタートシステム装 
着車） 

一 P. 292 

■電池び切れたとさは（スマートエントリー&スタートシステム非装着車） 

一口' 2已4 

■販売店で設定可能な機首目 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧 一 P. 313) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア（フロントドア、 U ヤドア) 


スマートエント U —& スタートシステム*やワイヤレス機能、キー、 
ドア□ックスイッチを使って砲綻•解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

一 P ' 23 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 32 

■キー 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠-解錠できまず。（一 P . 292) 
► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
旦全ドア解錠 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドア□ツクスイッチ 



■□ックレバー 



n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


n 施錠 
旦解錠 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
錠側になっていても、車内のドア 
八ンドルを引くと開け5れます。 
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(キーを使わずに外側か 5 フ□ント席ドアを施綻ずるときは 

巨画]]全ドアの□ックレノ（一を施錠側にずる 

EilTgl ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —またはイグニッ 

シヨン ON モードのとさや、車内に電モキーび放置されているとさは施 

綻されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施綻される場合びあ0ま 
す。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
キーびエンジンスイッチに挿してあるとさは施綻されません。 

I チャイルドプ□テクター 

施綻側にずると、 U ヤ席ドアび内 
側から開かな < なりまず。 

n 解錠 
0施錠 

お子さまび内側か日 U ヤ席ドアを開 
けないようにでをます。両側の U ヤ席 
ドアを施錠側にしてください。 



-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 一 _ 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はしツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

•シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。とくに、運転席は□ックレバーび施錠側に 
なっていてもドアび開くため、注意してください。 

♦お テさまを1」ヤ席に柔せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉して 
<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

パックドア 


バックドアはな下の方法で施綻-解錠および開けることができまず。 

■バックドアの施錠•解錠 

► スマートエント U — &スタートシステム 
一 P ' 24 

► ワイヤレス U モコン 

一 P ' 32 

► ドア□ックスイッチ 
一 P ' 3己 

■バックドアを開けるには 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 


白知識 

■バックドアを閉めるときは 

バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ず外から押して閉めて < ださ 
い。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ラゲージルームライト 



バックドアを開けたとを、ラ ゲージルーム 
ライトび点灯します。 


■バックドアが開かないときは 

バックドアを内側から開けることびでをます。 




カバーを取0はずす 


レバーを押す 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び巧げ出 
されたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれび 
あります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 龍こパックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いた D、 閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し、動かすことを知らせる r 声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり開じたりするおそれびあります。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。と<に傾斜した場所では、平坦な場 
所よりもバックドアの開閉びしにくく、 
急にバックドアび開いた〇閉じた0する 
おそれびあります。必ずパックドアび全 
開で静止していることを確認して使用し 
てください。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や腕を 
挟むおそれびあります。 



42 


















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下びったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにキャ1」アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ U - 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 


A ま意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンバーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着ななどの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

•□ッ ド部を軍手などでふれない 

参 バックドアにトヨタ純正品し U がのアクセ 
ヴ U —用品を付けない 

参 ステーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



□ 前後位置調整 
旦 U クライニング調整 
□ シート全体の上下調整 
( 運転席のみ） 


A 警告 

■リク ライニング調舊について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

リヤシ—卜 


► スライドシート 



旦1」クライニング調整 



4已 











1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


► 分割巧倒シート 



U クライニング調整 



■ シートを前に倒ず前に 

巨 Ml フ□ントシートを前方に移動ずる 



シー トベルトをベルト八ン ガーに 
かける 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



中央席シートベルトを格納ずる 



U クライニングレバーをいっぱい 
まで引さ上げたまま、背ちたれを 
前方に倒ず 


背ちたれをもとの位置にをどずときは 

背ちたれを起こし、固定ずる 
シートベルトをベルト八ンガーか5 
はずし、 U ヤ中央シートベルトをもど 
します。 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


分割可倒シート 

■シートを前倒し、巧りたたみをする前に 

巨 M ]] フ□ントシートを前方に移動ずる 




シー トベルトをベルト八ン ガーに 
かける 


U クライニングレバーをいっぱい 
まで引さ上げたまま、背をたれを 
前方に倒ず 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ シートのがりたたみ 



シートクツシヨン前端のベルトを 
車両前方へ引さ、クッションの前 
側を持ち上げる 


シートクッシヨンを引き起こず 


U クライニングレバーをいっぱし、 
まで引さ上げたまま、皆ちたれを 
前方に倒ず 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ シートををどずとさは 



mi 31020 



背ちたれを起こし、固定する 

起こすとを、シート側面にベルトを挟 
まないよラにして< ださい。 


シートクッションを固定する 
n 中央席のバックルを持ち上げて、 
シートクッションの間に通し、 
クッション後部を背ちたれの下端 
に挿し込む 

曰シートクッシヨン前側を押さえて 
□ツクする 


已〇 

















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■背ち たれを前倒し、巧りたたみずるときは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦走行 中に1」ヤシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦操作 中は、パッケージトレイとまわりの部品との間に指や腕などを入れない 
♦倒 した背ちたれやラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラま意する 

■リク ライニング調舊について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■背 もたれをちとの位置にちどしたあとは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

♦シートを 前後に輕くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トベルトびシート下に挟み込まれていないか確認する 



已1 





1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



□ 上げる 
旦下げる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


曰知識 


■へッドレストの取りはずし 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■フ□ント席のへッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちば 
ん上の辺 D になるよ5調整してくださ 
し、 


■ リヤ席のへッドレストの使用について 


使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

liTF のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


ずべての乗員は走行前に必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用するには 

► 3 点式シートベルト 

• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトをおず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

► 2 点式シートベルト 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■着けち、はずしち 

n 固定 

"カチッ"と音びするまで挿し込み 
ます。 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

□ 下げる 
B 上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして<ださい。 


■シートベルトの長さ調節 （2 点式シートベルト) 

n 伸ばず 
曰縮める 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I シートベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 



前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な柔員拘束効果の確保に貢献し 
ます。 

前ちか日の衝撃び弱いとをや、横や後 
ろか日の衝撃のとをは作動しない場 
合びありまず。 


曰知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停車や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、ベ 
ルトをすばやく引を出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを強く引 
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にミち意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 4) 

妊娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけ化 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してくださし、また、肩部ベルト （3 
点式シートベルト）は確実に肩を通し、お 
腹の面くらみを避けて胸部にかかるよラに 
着用して < ださい。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 84) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってくださし、（一 P . 已 4) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ1」テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 



已7 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し U 下のことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦まに 柔るとをは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
おモさまでち一つのベルトを複数の人で使巧しない 

♦お 子さまは1」ヤ席に座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルドシート 
を使用する 

♦シー トは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 

■お テさまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合 
は、八ヴ5などでシートベルトを切断してください。 


已 S 





1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

♦プレー トびバックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して < ださい。ラまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店！;(がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点なします。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 



八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを前後•上下に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びミ夫定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■ / \ンドル位置を調舊した後は 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死 t や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれがあります。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナ ー5ラー 


後続車のライトがまぶしい時は、レバーを操作して反射光を減少（防 
眩）でさまず。 



n 通常使用時 
且防眩時 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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1 - 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイツチで鏡面の角度を調壁できまず。 



S ラーを 選ぶ 

D 左 

旦ち 


スイツチを操作してミラーの鏡 
面を調整する 

n 上 

曰ち 
a 下 
Q 左 


I ドアミラーを格納ずるときは 



ボタンを巧してドアミラーを格納 
する 

ちう一度巧ずと、ちとの位置にちど0 
ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


口知識— 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ1」一またはイグニッシヨ 
ン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 


A 警告 

■走行して いるときは 

走行中はしツ下のことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
亡につながるおそれがあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
♦5 ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 



□ 閉める 

曰自動全閉（運転席のみ ）’X 
0開ける 

□ 自動全開（運転席のみ ）’X 

途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧して運転席じ[外のド 
アガラスを作動不可にずる 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉め方 


口知識 — 

■作動を件 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF、 またはエンジンスイッチ "LOCK" 
をの作動（運転席のみ） 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にし 
たあとでも、約4已秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に運転席 
ドアを開閉すると作動しなくなります。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已秒間ド 
アガラスを開閉でをます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作動しな 
くなります。 

■挟み込み防止機能（運転席のみ） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開きます。 



巨已 





1-4. ドアガラスの開けち、閉め方 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、運転席ドアのパワーウインドウスイッチで、下記の操作を行ってく 
ださい。 

♦スマートエント U -& スタートシステム装着車は、車を停止し"エンジン 
スタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モードの状態で、パワー 
ウインドウスイッチを 「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを 
閉めることびでをます。 

♦スマートエント U -& スタートシステム非装着車は、車を停止しエンジンス 
イッチを " ON " の状態で、バワーウインドウスイッチを「自動全開」の位 
置で引を続けることでドアガラスを閉めることびでをます。 

♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の巧 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを己秒間引を続ける 

HI 互パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドア 
ガラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

feifril 31再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引き続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなります。 
な上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉め方 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の 
手、腕、頭、首などを挟んだり巻を込ん 
だりしないよラにしてください。とくに 
おテさまへは手などを出さないよラに 
声かけをしてください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれた 
り して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み &み防止機能（運転席のみ） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し觸合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラに注意して < ださしん重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


UTF の手順で給油□を開けてくださし、。 


■ 給油ずる前に 


►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉めて、"エンジンスタートストップ"スイッチ 

を OFF にしてください。 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
ドアとドアガラスを閉めて、エンジンスイッチを " LOCK " にして< 
ださい。 


■ 給油□の開けち 



給油□を開ける 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 
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手順 


キャップを八ンガーにかける 


キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向にみし 
ちど0ます。 


口知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値) 

42 L 



運転する前に 



69 


























-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由前には！;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による火花で燃料に引火するおそれびあ D ます。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて<ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び噴を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して乂巧を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に ちどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦そのほか、 ガソ U ンスタンドで掲示されているま意事項を守ってください。 
正常に給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正！;(がのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.給油のしかた 


A ミち意 

■給油ず るときは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン、軽ミ由、灯油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 
liTF のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6 .盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキ ー L ソ外で 
はエンジンを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを巧さないでください。 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にずると、システ 
ムの作動を知日せるためにイン 
ジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチ 
をアクセサ I 」 ー モード またはイグ 
ニッシヨン ON モードにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
夕一び消な します。 



□知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているもしくは接近している 


ZK 汪意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














1- スま全にお使いいただくために 

正しい運起を勢 


LU 下のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 44) 

旦シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 44) 

曰各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる（一 P . 44) 
□ SRS エアバッグび自分の胞)の 
方へ向くよラな八ンドルの位 
置にするレ P . 60) 

曰へッドレストの中央を耳の後 
方にずる（一 P . 已 2) 

□ シートベルトを正しく着用ず 
る（一 P . 已 4) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下に物を置かないでください。 

物び挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シ ートを調藝ずるときは 

♦同柔 者びシートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびあ D を険です。 
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1- スま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
BSRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席柔員の陶などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員のおちに頭部への衝撃を緩和） 
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-7. 安全にお使いいただくために 


目知識 — 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フ□ント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものち熱く 
なります。 

♦フ□ントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグが作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、約20〜30 km/h のま度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し i (上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよ5な衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよ5な衝突（例えば、車両前部びちぐりこむ、 
下に入0こむ、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

(SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝突の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 30 km/h のを度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）し U 上の場合に作動します。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


■衝巧がで作動ずるとき 

し U 下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

参深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグが作動しないとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動 
することびあ D ます。 

♦側面からの衝突 
•後ちからの衝突 
♦横転 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動しないとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、車内部分な外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 



• 客室部分な外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 



雜前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

しツ下のよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかつた 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグび内蔵されている付近のダッシュ 
ボードび傷ついたり、ひび割れた0、そ 
の他の損傷を受けたとを 


♦ SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷ついたり、ひび割れた 
り、その他の損傷を受けたとを 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロント- U ヤピラー部、ルー 
フサイド部び、傷ついたり、ひび割れた 
D 、 その他の損傷を受けたとを 



IT 1171007 



mi 71008 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強しかでふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。乗員び SRS エアバッグのふ< ら 
む場所に近い場合は特にを険です。シートの背ちたれを調整して、シートをで 
きるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。（一 P . 84) 

•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかった0しない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 


• ドアやフロント•サイド' U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない 


♦助手席 や、が側1」ヤシートでドアに向 
かってひざをついた D 、 窓から顔や手を 
出したりしない 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


• ドア、フロントガラス、サイドガラス、フ 
□ントおよび U 中ピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ U ップなどには何も 
取り付けない 


SRS エアバッグについて 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U -を使 
用しないで < ださい。 

♦コート フックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグび作動したとさに巧げ出されて重大な傷害 
または死!;:につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふ< らんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだ後にもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドアガ 
ラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の炎 
症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されてし、るパッド部およびフロントピラーガーニッシュ 
部に傷びついていたり、ひび割れびあるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店 
で交換してください。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し i (下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル、インストルメントバネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フロント.サイド. U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

♦フ □ントフエンダー、フロントバンバ ー、 車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 
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1- スま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびって<ださい。 





シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 85) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー(一 P . 86) 

I 」ヤシ ー トの外側の座席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜に付いています） 


トップテヴーアンカー 
( 一 P. 86) 

テヴーべルトを固定ずるとさに使 
います。 

トップテヴーアンカーは！ J ヤシー 
卜の外側の座席に装備されていま 
す。 


84 
















シートベルトで固定ずる 



1」クライニングレバーをいっぱい 
まで引さ上げたまま、背をたれを 
一度前方に倒ず。背ちたれを立て 
て1段目の固定位置で固定ずる 
(一 P . 45) 


チヤイル ドシー ト にシー トベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ" と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる 

チヤイルドシートに付属の取0扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 

チヤイル ドシー ト にシー トベルト 
の固定機構び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定ずる 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ツプ品番： 

731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 



U クライニングレバーをいっぱい 
まで引さ上げたまま、背をたれを 
一度前方に倒ず。背ちたれを立て 
て1段目の固定位置で固定ずる 
(一 P . 45) 



mi ス 026 



へッドレストをいちばん上まで上 
げる 


固定専用 バーの 位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用ノく一は、シートクッションの 
奥にあります。 


チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けちまは、それぞれのチヤイル 
ドシート付属の取扱説明書にした 
がって < ださい。 


86 



































トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっか0固定されているか確認しま 
す。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 


-7. 安全にお使いいただくために 




曰知識 


■旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この ISOFIX 巧広チャイルドシート固定専用バ ー& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなま基準に適合する子供専用シート （ ISOFIX 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることびでをます。チャイルドシートの選択に関してはトヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停まの際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おモさまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、 
ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよ 
ラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険であ D 、 重 
大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあ0ます。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みのラ 
え、確実に取り付け、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないで<ださい。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルド シートを左もに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 
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A 警告 


■チャイルド シートを取り付けるとをは 



♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取0付 
けて < ださい。 

♦助手席と チャイルドシートび干渉しない 
よラに、助手席を調整してください。 


ム警告 助手席 SRS エアバッグ 


このシートに、ベビーシートを取り付けたり 
後向きのチャイルドシートを取り巧けないで < ださし、。 
また、絶対におモさまを前席の前に立たせたり 
膝の上に抱いたりしないでください。 

エアバッグの衝撃じよ y 、 死亡または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 


♦助手席には チャイルドシートをラしろ向さに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグがふ< 
らんだとさ、重大な傷害を受けたり、最悪の場含死 t につながるおそれがあ 
ります。助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文が表示されています。 
併せてご覧 < ださい。 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんうしろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場含 
死亡につながるおそれが态〇ます。 







































-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよラ 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使用しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取り 
付けてください（一 P . 85, 8日）。チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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運巧するとをに 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 日吕 

エンジン（イグニッション）スイッチ 
(スマートエント U —& 
スタートシステム装着車）…102 
エンジン（イグニッション）スイッチ 
(スマートエント U —& 

スタートシステム非装着車）.…106 


オートマチック 

トランスミッション . 109 

ち巧指示レバー . 111 

パーキングブレーキ . 112 

ホーン（警音器） . 113 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 114 

表示灯/警告灯 . 117 

ドライブ モニター . 120 

2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 
使い方 

ライトスイッチ . 122 

フォグライトスイッチ . 12已 

ワイパー&ウオッシャー 

(フ□ント） . 127 

ワイパー&ウオッシャー 

(U ヤ） . 129 


2 

2-4. その他の走行装置の使い方 


4 WD オートモード 

スイッチ . 131 

運転を補助する装置 . 132 

ETC システム . 137 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むときのを意 . 1已已 

寒冷時の運転 . 1已7 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむがけて、む下の手順で走行してください。 
■エンジンをかける （^ P . 102, 106) 

■発進ずる 

固圆[で ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 

(一 P ' ] 09) 

固圆 [互パーキングブレーキを解除ずる （一 P . 1 12) 

固圆 [互ブレーキペダルか日徐々に足をはなし、アクセルペダルを 
ゆっくり踏み発進ずる 


■停車ずる 

EHm シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固圆[互 必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車ずる場合は、シフトレバーを P または N にする。 

レ P ' 109) 

■ 駐車ずる 

EHm シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画！]パーキングブレーキをかける （一 P .112) 

MM \ 31 シフトレノ（一を P にずる （一 P . 1 09) 

巧道のを中で駐車をする場合は必要に応じて、輪止め&を使用して < ださ 
い。 

^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 


liiHUI 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジンを停止 

する 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを "LOCK" にしてエンジンを停止ずる 

固圆[互キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

feitii 11ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる 
fc 創 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

巨画互車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 
進ずる 

U 知識 

■運お標識の取り付け 

磁石式の巧む運転ち標識や高齢運転者標識などを、樹脂バンパーやアル=ボ 
デー部に取り付けることはでをません。 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の日の高ま走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■環境に配慮した運転 

環境に配慮した運転をしているとを、エコド 
ライブインジケーターランプび点なします。 
必要し U 上にアクセルペダルを踏んだとをや 
停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーター 
ランプは作動しません。 

• シフトレノ（一び D 1；(がのとを 
♦車まび約 lOOkm / hrn 上のとき 




93 






















2-1 .運転のしかた 


■走行中にエンジン回お数が高くなった5 

しツ下の場合、エンジン回転数び高くなることびあります。 

走行状況に合わせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的 
に行5ため、急加速を示すちのではありません。 

♦車両び上0坂を走行していると判断したとを 
♦車両び下り坂を走行していると判断したとを 
♦アクセルペダルをはなしたとを 


A 警告 

■発進ず るときは 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだままシフトレノ（一を操作してください。 

ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るときは 

♦踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 

しが態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとさは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよ5ま意してください。 

-車を少し移動させるとさも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ ペダル操作 
は緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦燃え やすい物の上を走行したり、可燃物付近に車を止めた0しないで<ださ 

し、。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 

〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、フレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあ〇を険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス=ッションにダメ ージを与えたり、車両のコント□ー ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<な D ます。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないで<ださい。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよ5な緊急時は、 P . 302 
を参照して < ださい。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。レ P . 1 10) 

♦巧 道で止まるときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦走行 中は八ンドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤0、思わめ事故の原因となって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、そのほかの 
体の一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

本格的なオフ□ー ド走行を目的とした 4 WD 車ではありません。やむをえず 
オフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ D ます。 

■すべりやすい 路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
くなり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽<踏んでブレーキび正常に働<ことを 
確認してください。ブレーキバッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 

■シフ トレパーを操作ずるとさは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

シフトレバーび P または N 1；(夕りこあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N し U がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。ど5しても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキぺ夕 V レを踏み、必要に応じてノ f ーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中は空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれびありを険です。 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないでく 
ださい。放置したままでいると、しツ下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれた0、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、をおまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ D を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
し、。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 



97 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずノ キングブレーキをかけ、シフトレノ く一を P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管に触れないで<ださい。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t にをるおそれびあ0を険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死亡に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび 濡れているとをは、とくに慎重に運転してください。 

ブレーキび濡れていると、制動距離び長くなったり、ブレーキび片効をするこ 
とびあります。また、パーキングブレーキで車をしっかり停車しておくことび 
でをないことちあります。 

♦フレー キ倍力装置び機能しないときは、ほかの車に近づいたりしないでくださ 
し、。また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ーエンジンび 停止したときは、フレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
し、。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ちラー方は作動します。この場合、フレーキペダルを通 
常より強 < 踏む必要びあり、制動距離び長 < なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した ときは 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

脱出でをないとさは、トヨタ販売店または専門業者へご連絡ください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■運転 中は 

•運転 中にアクセルペダルとフレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
しん運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあります。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦ノ f ワーステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
た状態を長<続けないで<ださい。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■継続のに ブレーキ付おか S 警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、フレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換びおこなわれないと、ディスク□一夕一の損傷につなび 
る場合びあります。 

パッドや□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していさます。摩耗 
の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでな<、事故につなびるお 
それびあ0ます。 

■走行 中にタイヤり’りてンクした6 

下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 280) 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■冠 水路走行に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、下のよ5な重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で li (下の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト （4 WD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス7-にントリ -& スタ-トシステム鷄載 


電子キーを携帯してに I 下の操作を行ラことで、エンジンの始動または 
"エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切り替えることが 
でさまず。 

■ "エンジンスタートストップ"スイッチのモード切り替え 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を巧すと、モードを切り替えることびでさまず。 

(スイッチを巧ずごとにモードび切り替わりまず） 

□ OFF 

非常点滅なび使用でをます。 

シフトレバーび P じ(外のとをは 
OFF にな0ません。 

曰アクセサ I 」 ー モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
をます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

曰イグニッシヨン ON モード 

すべての電装品び使用でさまず。 
スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なしまず。 



■エンジンのかけち 

固画 で パーキングブレーキびかかっていることを 確認ず る 
固圆[ 互 シフトレバーび P の 位置に あることを 確認ず る 
3 1 ブ レーキぺダ J レをしっかり踏む 
スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑色に点なしていないとエンジンは始動しません。 
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2-1 .運転のしかた 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを巧ず 

完全にエンジンび始動ずるまでブ 
レーキペダルを踏み続けてくださ 
い。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのどのモードか5でちエン 
ジンを始動でをます。 


目知識 

■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ’’スイッチを押して 
<ださい。 

ステア U ング□ックび解除されていないと 
さは、"エンジンスタートストツプ’’スイツ 
チのインジケーターび緑色に点滅します。 


■エンジンが始動しないときは 

一 P . 288 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターが桓色に点滅したと 
さは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機首目 

シフトレバーび P にあるとを、1時間じ(上アクセヴ U - モードにしたままにし 
ておくと、"エンジンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 
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2-1 .運転のしかた 


■クランキングホールド機能 

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンび始動するまでスターター 
の回転を最大18秒間な持します。 

"エンジンスタートストップ"スイッチを押したままでも、スターターの回転は 
最大で30秒間です。約30秒間経過してちエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、ちラー度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 

■電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 27 

■電子キーの電池げ切れたとさは 

一 P . 2已3 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 2已 

■ご留意いただきたいこと 

一 P ' 28 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとさみしてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒し U 上"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時しツ外は走行中に"エンジンスタートストップ’’スイッチにふれ 
ないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやブレーキの操作は 
可能ですび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの操 
作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<だ 
さい。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミ主意 


■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチをア 
クセヴ U - またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しないでく 
ださい。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イク‘こリシ3ン）スイッチ（ス7-にントリ - S スタ-トシステムミ機謂) 


■エンジンのかけち 

固圆[]]パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
同画の シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
3 I ブレーキぺ夕レをしっかり踏む 
固圆[互エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 

■ エンジンスイツチの f な置 



すべての電装品び使用でさます。 

□ "START 

エンジンび始動できまず。 


曰知識 

■キーを " ACC " か6 " LOCK " にまわずには 



Egiia 11シフトレバーが P の位置にあるこ 
とを確認する 

tiM 2 1キーを押し込みながら " L 日 CK " ま 
でまわす 
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2-1 .運転のしかた 


■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 


■エンジンが始動しないときは 

一 P. 288 

■キー抜き忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとを、運 
転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

■クランキングホールド機能 

エンジン始動操作をしてすぐに手を離すと、エンジンび始動するまでスター 
ターの回転を最大18秒間な持します。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦一度に 30秒し iUi スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレバーの動かしち 



>- "エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON 
モードのとき、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとき、ブレーキペダルを踏んだ 
まま操作します。 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行*^ 

S 

巧道走行 

巨 

急な下り®走行 


&燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 


曰知識 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 

■シフトレバーを P か6シフトでさないとさは 

-^ P . 290 


A 警告 

■ずべ りやずい路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでミ主意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


n 左折 
旦ち折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーをはなすまで左側ち向指示 
なび点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーをはなすまでち側ち向指示 
なび点滅します。 


白知識 
■作動を件 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 
■ 表示なの点滅び異常にをくなったとさは 
方向指示好の電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n パーキングブレーキがかかる 
ブレーキ ペダルを踏みながら、 
パーキングブレーキレバーをいつ 
ぱいまで引をまず。 

曰パーキングブレーキが解除さ 
れる 

レバーをかし引を上げ、ボタンを 
巧しなびら完全に下までもどしま 
す。 


口 知識 

■パーキングブレーキ未解除走す5時警告ブザー 

一 P . 272 


A ミち意 
■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



白知識 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、ホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 己 0) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード 

にずるとメーターび点灯しまず。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " ON " にずるとメーターび点灯しまず。 

n タコメーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

□ 燃料計、メーター照度調整画面 
• 燃料計 

燃料残量を示します。 

• メーター照度調整画面 

メーター照度の明るさを調整でをます。 

0 スピードメーター 
車両の走行ま度を示します。 

Q 表示切0替えボタン 

オドメーター/卜 U ツプメーター/ドライブモニターの切0替えびできます。 
い P ' 11已） 
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2-2. メーターの見方 


且オドーター、卜 U ップーター、ドライブモニター画面 
♦オドーター 

走行した総距離を表示しまず。 

♦ 卜 U ップーター 

リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 
リップ巨の2種類で使い分けることができまず。 

♦ ドライブ モニター 画面 

走行に関する情報を表示します。 （^ P . 120) 

—ター照度調整ボタン 
六一夕一照度の明るさを調整でをます。 

□ 低水温表示打 

エンジン冷却水温が低いと点灯しまず。 


f 表示切り替えボタン 

ポタンを巧ずごとにじ(下のよラに切り替わりまず。 

n オド メーター 
旦卜 U ップ メーター 八※ 

□ 卜 U ップ メーター 巨※ 

□ ドライブ モニター 

※長巧しで0にちどりまず。 
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2-2. メーターの見方 


I メーター照度調壁 

ボタンを巧ずと照度調整画面に切り替わりまず。 


照度調整ボタンを巧して照度を調 
整します。 

ライト点な時、ライトミ肖な時、それぞ 
れで調整することびでをまず。 



口知識 一 

■燃料計について 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを、燃 
料残量び約己. 3 Lli (下になると、いちばん左の燃料残量表示び点滅します。燃料 
残量び約 4.2 L し U 下になると点滅速度び速<な0ます。 

点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してください。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを、燃料残量び約己. 3 LUI 下になると、いちば 
ん左の燃料残量表示び点滅します。燃料残量び約 4.2 L し U 下になると点滅速度び 
速くなります。 

点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してください。 


ミち意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

タコメーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲）に 
入らないよラにしてください。 
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2-2. メーター の見方 

表示巧/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示'灯.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

► メーター 
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2-2. メーターの見方 


■表示な 

システムの作動状況を表おしまず。 


ち向指示表示な 

ぐみ （一 P . 111) 


二 00 こ尾打表示な（一 P .122) 


4 WD オートモード 
表示な* (一 P .131) 


ran ス U ップ表示な* 
因（一 P .132) 



1〇 


へツドライト 

上向き表示打（一 P . 1 22) 


が 


フロントフォグライト 
表示な* (一 P .125) 




エコドライブインジケーター 
(一 P . 93) 


託 


低水温表示灯 
UP. 11 4) 


0幸 


U ヤフォグライト 
表示な* UP . 125) 


VSC 

OFF 


VSC OFF 表示灯# 
UP . 133) 



シフトポジション表示灯 （^ P . 109) 


※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
日 N モード、またはエンジンスイッチを " ON " にすると点なし、数秒後また 
はエンジンをかけると消なします。点灯しない場合や点なしたままのとをは 
システム 異常のおそれびありまず。トヨタ販売店で点横を受けて<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの見方 


警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 272) 


(©) 

口 



が 

(©) 

©! 

4WD 


を 




ぶ passenger ..Im が一 


※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
日 N モード、またはエンジンスイッチを " ON " にすると点なし、数砂後また 
はエンジンをかけると消なします。点灯しない場含や点灯したままのとをは 
システム 異常のおそれびありまず。トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


A 警告 


■安全装置の警告巧が点なしないとさは 

A 目 S 和 SRS エアバッグなどの安全装置の警告口が、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをイグこッシヨン日 N モード、またはエンジンスイッチを " ON " 
にしてち点灯しない場含や点灯したままの場含は、事故にあつたとをに正しく 
作動せず、重大な傷害を受けた0、最悪の場含死 t につながるおそれがあ0ま 
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーター の見方 

ドライブ モニター 


ドライブモニターは、な下のよラな情報を表示しまず。 

• 瞬間燃費 
• 給油後平ち燃費 
• 始動後平巧車速 
• 航続可能距離 
参夕 i 気温 



[表示切り替え 



表示を切り替えるには、表お切り 
替えボタンを巧しまず。 

ボタンを押すごとにじ(下のように切 
り替わります。 （^ P . 11己） 

オド;一夕一-►トリップ;ーター A 
ート U ップーター目ードライブモ 
ニター 


瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表おします。 


♦ 給油後平均燃費 

給油してからの平均燃費を表示します。 

表示される平均燃費は、参考として利用して<ださし、。 
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2-2. メーターの見方 


• 始動後平巧車速 

エンジンを始動してからの平均車速を表おしまず。 


• 航続可能距離 

現在の燃料残量で走行でをるおよその距離を表示し 
ふ9 〇 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
が)、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 

-燃料給油量び少量の場合、表示が更新されないことがあ0 
ます。給油の隙は"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを日 FF 、 またはエンジンスイッチを " LOCK " にして< 
ださい。 乃一、 "エンジンスタートストップ"スイッチ 
を日 FF 、 またはエンジンスイッチを " LOCK " にせず給油 
した場含、表示が更新されないことびあ0ます。 

♦ 夕'!'気温 

外気温を表します。 

-40 で〜已〇での間で表示します。 


曰知識 


■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端テの脱着を行5と、し U 下のデータは U セットされます。 

-給油後平巧燃費 
-航続可能距離 
-始動後平巧車连 

■表示について 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているとさや、低速走行（約 20 km / hli (下）のとを 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 


へッドライトなどを点'灯でさまず。 



• 車幅灯-尾な-番号打 • 
メーター照明を点な 

1〇上記ライトとへッドライ 
卜を点火了 


(八イビームにずる 



n ライト点打時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切り替え 
レバーを元の位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

0レバーを引いている間、八イ 
ビームを点灯 

ライトび消なしていてち、八イビーム 
が点灯します。レバーをはなすと、 
□ービームにちどるまたは消灯しま 
す。 


122 







































2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車） 


乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでをまず。 

n 上向さに調整 
曰下向さに調整 


目盛り設定の目を 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

FF 

(前輪駆動） 

4WD 
(4 輪駆動） 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席乗員 

なし 

0.5 

0.5 

全柔員 

なし 

2.0 

2.0 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

2.5 

2.5 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

3.5 

4.0 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


口知識 — 

■ライト消し忘れ 警告 ブザー 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

ライトスイッチび参または1〇の位置にあり、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチびアクセヴ U - モードまたは OFF のとを、運転席ドアを開 
けると警告音び鳴ります。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

ライトスイッチび • または1〇の位置にあり、エンジンスイッチび 
" ACC " または "LOC ぐのとき、運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイッチ* 


雨や霧などの悪天候下で視界を確保しまず。 

ライトスイッチ（一 P .122) と同じレバーに装着されまず。 

■フ□ントフォグライトスイツチ 

□ 消灯 

曰フ □ント フォグ ライト点な 


□ 消な 

旦 U ヤフォグライト点な 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



■ リヤフォグライトスイツチ 




1吕已 




















2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


■フ□ント&リヤフォグライトスイツチ 

□ 消な 

旦フ□ントフォグライト点灯 
曰フ□ント & U ヤフォグライト 
点灯 

へツドライトスイツチを OFF にす 
ると載）の位置までもどりま 
す。 



口知識 
■点な条件 

♦へッドライトまたは車幅なび点なしているとさに使用でをます。 

♦フロント &U ヤフォグライト装着車の U ヤフォグライトは、フロントフォグ 
ライトび点灯しているとをのみ使用でをます。 

■ U ヤフォグライトについて 

♦ 1」ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示なび程色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとをし:!がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ D ます。 
必要なとさしツがは使用しないでください。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT を選択しているとさ、間欠作動の頻度を調壁ずることができまず。 

□ 間欠ワイパーの作動頻度(減) 
曰間欠ワイパーの作動頻度(増) 
0間欠作動 ( INT ) 
a イを速作動 ( L 0) 

曰高速作動 （ HI ) 

0—時作動 （ mist ) 

□ ウォッシャー液を出ず 

ワイバーび連動して作動します。 


曰知識 
■作動を件 

►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウオッシャー液量が不足していないのにウオッシャー液が出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検して<ださい。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


A ミち意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルげ つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 


n 間欠作動 ( L 0) 

曰通常作動 ( HI ) 

□ ウォッシャー液を出す 
ワ イノ —が連動して作動します。 
凸ウォッシャー液を出す 
ワ イノ —が連動して作動します。 


口知識 

■作動を件 

►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイク’こッシヨン日 N モードのとを 
►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが "ON " のとを 




129 
























2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


A ミち意 

■ リヤウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあ0ます。 

■ウオ ッシヤー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 


130 





2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD 才ートモードスイッチ* 


走行の安全性ゃ運較性能を高めるため、走行げ況に応じて F F (前輪 
駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切り替えまず。 



4 WD オートモードを使用する 
4 WD オートモード表示打び数回 
点滅後、点なしまず。 

再度押すと解除されます。 


曰知識 


■ 4 WD オートモード表示巧について 


♦ 4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差が大をい状態が長時間 
続いた場含などには、 4 WD オートモード表示灯が点滅します。 

表示口の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとなります。 

この場含は、エンジンをかけたまま UTF の対応をおこなって<ださい。 

-表示口が消口するまで車速を落とす 
-表示灯が消灯するまで停車する（エンジンは停止しない） 

♦ 4 WD システムに異常が発生したとをには、 4 WD オートモード表示口が消な 
することがあります。この場含には、 4 WD オートモードスイッチの位置に 
かかわらず FF モードとなります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運おを巧助する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてむ下の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などによ〇大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール）* 

急な八ンドル操作やすべ0やすい路面で旋回するとさに横すベ0を抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

すべ0やすい路面での発進時や加ま時に前輪の空転を抑え、駆動力を確保しま 
す。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


| VSC 、 TRC び作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、車輪び空転したときは、 VSC 、 
TRC の作動を表示ずるためにス 
U ップ表示巧び点滅しまず。 

VSC の作動時、ブヴー（断続音）び 
鳴0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














2-4. その他の走行装置の使い方 


TRC や VSC を停止ずるには 


めかるみや新雪などから脱出ずるとさに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでをエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなときに 、 VSC OFF スイッチを巧ず 
ことにより脱出しやずくなりまず。 


TRC を停止ずるには 




TRC を停止ずるにはスイツチを巧 
す 

ス U ツプ表示なび点なしまず。 

もう一度スイッチを巧すと、システム 
作動可能状態にもど0ます。 


TRC と VSC を停止ずるには、停 
車時にスイッチを巧し、3秒じ(上 
保持ずる 

ス1」ップ表示灯と VSC OFF 表示な 
び点なしまず。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動可能状態にもど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 „ 

■TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止したあと、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にすると自動的に TRC と VSC は作動可能状態にもどります。 

■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。 


■TRC と VSC OFF の作動制限 


TRC と VSC の作動を停止している場合は、車まによる作動再開はありません。 


■ ABS、 ブレーキアシスト、 VSC、TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、し U 下のよラな現象び発生することびあ0ます 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

- ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるよラになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
10分程度で元の状態にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。し:!下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効果を発揮でをないとを 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の安定性や駆動力を失ラよラな状況では、と 
くに慎重に運転してください。 

■ス リップ表示なが点滅し、作動警告ブザーが鳴っているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅し、ブ 
ヴーび鳴ったらとくに慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にずるとさは 

TRC や VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両の 
ち向ま定性を確なしよラとするシステムです。 

そのため、必要なときし U がは TRC 機能、 VSC 機能を作動停止状態にしないで 
ください。 TRC 機能や VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況に応 
じた速度で、と < に慎重な運転をむびけて <ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 

異なったタイヤを装着すると、 ABS、VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ETC システム* 


ETC (Electronic Toll Collection ) システムは、有料道路の通過を 
スムーズに巧うために、自動で料金を精算ずるシステムでず。 

路側無線装置と車両の ETC ユニットとの間で通信を行い、料金はお 
客様び登録された ETC 力ードの引き落とし□座か5後日引き落とさ 
れまず。 



□ 路側表示器 

料金所の ETC レーンに設置されています。 

進入車両に巧し、メッセージを表示します。 

0発進制御装置（開閉バー） 

料金巧の ETC レーンに、必要に応じて設置されています。 

通過車両の発進-停止を制御するをので、通信び正常に行われると開をます。 

□ 路側無線装置 

料金所の ETC レーンに設置されています。 

料金精算のため、車両の ETC ユニットとの通信を行ラためのアンテナです。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


□ ETC ユニット 

車両に装着されています。 

ETC 力ー ドに格納されている、料金精算に必要なデータを路側無線装置と通信 
するたがの機器です。 

且 ETC カード 

ETC ユニットに装着する、にチップを搭載した ETC ユニット用カードです。 
にチップに、料金精算に必要なデータを保持します。 


A 警告 

■ご 利用の前に 

を全のため、運転者は走行中に ETC カードの抜を挿し、および ETC ユニット 
の操作を極力しないで < ださい。 

走行中の操作は、八ンドル操作を誤るなど思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。まを停まさせてから操作をしてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A ミち意 

■ ETC 力ードを挿入ずる前に 

ETC カードの有効期限切れにごま意<ださい。 ETC カードの有効期限び切れて 

いると、開閉バーび開をません。お手持ちの ETC カードに記載された、有効期 

限をあらかじめ確認してください。 

■ ETC 力ードを挿入したあとに 

• ETC を利用する際は、あらかじめ ETC 力ードび確実に ETC ユニットに挿入 
されていることと、 ETC ユニットび正常に作動していることを確認してくだ 
さい。 

• ETC ユニットび ETC カードを認証するまでには数秒かかりますので、料金所 
手前での ETC カードの巧入はエラーの原因となる場合びあ0ます。 

■料金所を 通過ずるときは 

• ETC レーンに進入するときは、十分な車間距離をとり、約 20km/hli (下のま 
全な速度で進入して < ださい。 

• ETC レーンに設置されている開閉バーは、 ETC ユニットと路側無線装置の間 
の通信、あるいは ETC ユニットと ETC カードとの通信び正常に行われなかつ 
た場合は、開かないことびありますのでごま意ください。 

• ETC レーンを通行するとをは、前車との車間距離をイ呆持した上で、開閉バー 
の手前でま全に停止でさるよラに十分に減速し、開閉ノ（一び開いたことを確認 
してから通行してください。 

■その他の サービス（スマートになど）ご利用時は 

その他、 ETC ユニットを巧いたサービス（スマートになど）には、様々な制約 

びあります。サービス提供者び案内する利用ち法をご確認<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[etc ユニッ トについて 


■取り付け位置 



■ 各部の名称 



運転席インストル六ントパネルち 
下にあります。 

►スマートエント U-& スタートシ 
ステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセサ U — またはイグニッ 
ション日 N モードにすると、 ETC ユ 
ニットの電源が入0ます。 

►スマートエント U-& スタートシ 
ステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC" または 
"ON" にすると、 ETC ユニットの電 
源が入0ます。 

D 利用履歴確認スイッチ 
曰 スピーカー部 
0緑ランプ 
Q 糧ランプ 
且イジェクトスイッチ 
□ ETC 力ー ド挿入口 
Q 音量調整スイッチ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■ ETC を利用ずる前に 

はじめて ETC システムを利用するとをは、あらかじめ ETC ユニットのセット 
アップ手続をび必要です。 

♦詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦セットアップ手続をには、別途費用び必要です。 

■適合シールについて 

本製品は電波法の基準に適合しています。製品に貼り付けられているシールは 
その証明ですので、はびさないで < ださい。 

また、本製品を分解-改造すると、法律により罰せられることびあります。 

■フ□ントガラスのよごれや積雪がひどい場合は 
それらを取り除いてください。 

■お車のナンバープレートび変更になった場合は 

再度 ETC ユニットのセツトアップ手続をび必要になりますので、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


么 ミち意 


■取り扱い のま意 

♦路側 無線装置との通信の巧げにならないよラ、 ETC ユニットのアンテナ（イ 
ンストルメントパネル中央付近に内蔵されています)上ちには物を置かないで 
<ださい。 

• ETC ユニッ トの内部に異物などを入れないでください 。 ETC ユニッ トび故障 
するおそれびあ0ます。 

♦ ETC ユニットに衝撃を与えないでください。 ETC ユニットび故障、破損する 
おそれびあります。 

♦めれ た手で ETC ユニットにふれたり、水（液体など）を付着させないでくだ 
さい。 ETC ユニット内部に水び入り、故障•破損するおそれびあります。 

♦よごれた とさは、柔らかい乾いた巧でよごれをふを取ってください。ワック 
ス、シンナー、アルコールなどは絶対に使用しないでください 。 ETC ユニッ 
卜び変形-故障する場合びあります。 

♦車両 1台に巧して複数の ETC ユニットを取り付けると、ゲートの開閉バーび開 
かないことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[ etc 力ードについて 


ETC 力ードの取得には、お客様自身 
による、別途申し込みび必要でず。 


A ま意 

■取り扱い 上のま意 

• ETC カードの取り扱いについては、 ETC カード発行会社の提示するま意事項 
に従ってください。 

• ETC 力ードには有効期限びあります。 

有効期限内の ETC カードをご利用 <ださい。 

♦セ □八ンテープ.シールなどび貼ってある ETC 力ードや金属端テ（にチップ） 
びよごれている ETC 力ードは使用しないでください。 

ETC ユニットび正常に作動しなくなったり、 ETC 力ードび取り出せなくなる 
など、故障の原因となるおそれびあ D ます。 


金属端子（にチップ） 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


( etc 力ードを挿入ずる 

Ejra 1 1 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —またはイグニッ 

シヨン ON モードにずる 


ETC ユニットの緑ランプと程ランプび同時に点なし、しば日くすると消なします。 
►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " ACC " または " ON " にずる 

ETC ユニットの緑ランプと程ランプび同時に点なし、しば5くすると消なします。 



him 3 1 ETC カー ドび認証される 
正しく認証された場合： 


ETC カードを挿入ずる 

図のように正しい向きでしっかりと 
挿し込みます。 

「ピッ」とブヴーび鳴0、緑ランプび 
点;威します。 


音齊案内 

「ポーン ETC 力ードが挿入されました」 

ETC ユニット 

緑ランプび点なしたまま 


ETC システムは、この巧態でご利用ください。 


正し<認証されなかった場合： 

程ランプび点滅し、続ーエラーコード (^ P . 152) を音声でお知日せ 
します。 


144 




















2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 — 

■桓ランプび点なしているときは 

ETC ユニットのセットアップ手続をびでをていないので使用でをません。 

■有効期限切れ-解約済みの ETC カードを挿入したときは 

エラー表示はされませんび、開閉 y (—は開をません。 


A ま意 

■緑 ランプが点滅しているときは 

ETC カードを抜かないでください。 

ETC カード内のデータび破損するおそれびあります。 

■エラーび 発生したときは 

ETC ユニットや ETC カードにエラーび発生した場合は、程ランプび点滅し、 
統ーエラーコードを音声でお知らせします。 

「統ーエラーコードー覧」（一 P . 1已 2) の記載に従って対処してください。 
■エンジン 始動時にエラーび発生したときは 
いったんエンジンを停止させ、再度始動してみてください。 

エラーび解消しないとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ ETC 力ード挿入時にエラーび発生したときは 

いったん ETC カードを抜を、挿入方向を確認して、再度挿し込んでみてください。 
エラーび解消しないとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I ETC 力ードを抜き取る 

na で安全な場所に停車ずる 

巨画互エンジンを停止ずる前に I を押ず 

ETC カードを抜き取る前にエンジンを停止すると、「カードあを忘れ警告」 
でお知日せします。 

巨 M 互 ETC ユニッ トから ETC 力ードを抜き取る 


口知識 

■ ETC 力ードのを難を防ぐために 

ETC カードを残したまま、お車から離れないでください。 

■カード巧き忘れ警告 

ETC 力ードを抜き取る前にエンジンを停止すると、 「ピーカードび残っていま 
ず」といラ音声でお知らせします。 

♦音量を0に設定した場合は、「ピー」といラブヴー音のみでお知らせします。 
♦この機能を働かないようにする （ OFF にする）ことびできます。 

■カード巧さ忘れ警告の設定変更 

ETC 力ードび挿入され、緑ランプび点なしている状態で I 履歴1と |^ l | を同時 
に押し続ける。（約2秒間） 

♦操作をするごとに r ピッピッ」と音びし、機能の ON / OFF び切り替わります。 
♦操作は、安全な場所に停車した上で行って<ださい。 


A ま意 

■お 車か5離れるとさは 

ETC カードを車内に残したままにしないでください。車内の温度上昇により、 
ETC 力ードび変あしたり、 ETC 力ード内のデータび破損するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


車両走行中は、状況に応じて ETC ユニットのランプ表示び変わり、併せて 
音声で通知されます。 

■ ETC ゲート（入口）、検札巧、予告アンテナ、 

ETC 未挿入お知らせアンテナを通過したとき 


通信び正常に行われた場合： 


ランプ 

表示 

緑ランプび点なした 
まま 

通知音 ’X 

r ピッ」 


*ETC カード未挿入お知 5 せアンテナ 
を通過したときは、通巧されません。 

通信び正萬に行われなかった場合： 
程ランプび点滅し、統ーエラーコード 
を音でお巧 5 せしまず。 

「統ー エラーコー ドー覧」 （^ P . 152) 
の記載に従って対処してください。 

■ ETC ゲート（出 □/ 精算用）を通過したとを 

通信び正常に行われた場合： 


通信び正萬に行われなかった場合： 
憧ランプび点滅し、統ーエラーコード 
を音でお知 5 せします。 

「統ー エラーコー ドー覧」 （^ P . 152) 
の記載に従って対処してください。 


ランプ 

表示 

緑色ランプび点灯し 
たまま 

通知音 

r ピッ」 

音声案内 

通行料金を通知 


予告アンテナ/ 

ETC カード未挿入お幻]日せアンテナ 



進行方向 



I ETC 利巧中のランプ表示と通知音について 


運転するとさに 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


白知識— 

■通知音について 

道路側システムによ0通信び正常に行われた場合、1つの ETC ゲートで2回通 
巧されることびあります。 

■道路設備について 

♦予告アンテナは、料金所の手前に設置され 、 ETC ユニットと 通信し 、 ETC 
ゲートを利用でをるかどラかを ETC ユニッ トを通じて運転者にあらかじめ 
通巧するためのアンテナです。 

♦ ETC 力ード未挿入お巧らせアンテナは、料金所の手前に設置され 、 ETC ユニッ 
卜と通信し 、 ETC ユニッ トに正しく ETC 力ードび挿入されていない場合に、 
ETC ユニッ トを通じて運転者にあらかじめ通巧するためのアンテナです。 

♦予告アンテナ. ETC 力ードモ挿入お知らせアンテナは、道路側のシステムに 
より、設置されている場合と設置されていない場合びあります。 

■ ETC 力ードを挿入しないまま走行したときは 

ETC カードびモ挿入の状態で、予告アンテナや ETC カード未挿入お知らせア 
ンテナを通過した場合は、程ランプび点滅し、 「ピー ETC をご利用でをません」 
といラ音声でお知らせします。これは、 ETC システムび利用でをないことを通 
巧するもので、 ETC ユニットの故障ではありません。 

■通行料金の通知について 

通知される通行料金は、割り引をなどにより実際と異なる場合びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A ミち意 
■走行 時のま意 

♦走行 中、運転者は ETC ユニットのランプ表示を見ないでください。 

♦ ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 

• ETC ゲート通過時は、 ETC ゲート付近に表示されている案内に従って走行し 
てください。 

• ETC ゲートの開閉ノ（一び開かない場合は、料金所係員の指示に従ってください。 
♦その他、 道路事業ちの発行する利用ち法に従って<ださい。 

♦必ず、 ETC ゲート（入口で使用した ETC 力ードで、 ETC ゲート（出口/ 
精算用）または検札所を通過して<ださい。 

♦ ETC 力ード未挿入お知らせアンテナ、 ETC ゲート、検札所、予告アンテナ付 
近では、 ETC カードを抜かないでください。 ETC カード内のデータび破損す 
るおそれびあります。 



149 





2-4. その他の走行装置の使いち 


I 利用履歴の確認 

有料道路の利用曰および通行料金を音声で確認でさまず。 

停車中で、 ETC カードび挿入され、緑ランプび点打しているとをに利用 
でさまず。 

ESlltfl 1I關 を巧ず 

最新の利用履歴び案内されます。 

ilM 互履歴をさかのぼるとさは再度11を巧ず 
巧すごとにちい利用履歴に切0替わ0ます。 

最ち過去の履歴の次は、最新の履歴にちど0ます。 

案内終了後、約1秒しツ上たってか5 I" 履歴を巧した場合は、最新の利用履歴 
か日案内されまず。 


白知識 

■利用履歴について 

♦利用履歴は ETC カードに記録されるため、最大記録件数は使用する ETC カー 
ドにより異なります。（最大100件） 

♦利用履歴の最大記録件数をこえた場合は、最ちちい利用履歴び消去されます。 
♦利用履歴びない場合は、「利用履歴はありません」と案内されます。 

♦利用曰の情報び正しくない場合は、 r 利用日付は不明でず」と案内されます。 
♦通行料金の情報び正しくない場合は、「料金は不明でず」と案内されます。 


A ま意 
■使用 時のを意 

ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行わないで<ださい。路側無線装置と 
通信びでをなくなるおそれびあります。 


1已〇 






























2-4. その他の走行装置の使い方 


I 音量調壁 

D 音量大 
曰音量ル 

調整結果が音声で案内されます。 


白知識 

■音量調整について 

♦音量調整は、し U 下のよラな案内に有効です。 

. 未 セッ トアップ状態の通知 
-エラー発生時のブヴー音 
-カード抜さ忘れ警告 
-利用履歴の確認 
-音量調整時の案内 

♦音声案内を中止倍量 0) に設定してあっても、エラー発生時には音量1で 
出力されます。 

♦ ETC ユニットび未セットアップ状態(セットアップ手続きをしてし、なし、状戲 
の通知は、 ETC ユニットを消音（音量 0) にすると出力されません。 


if 己録された統ーエラーコードの巧詔 

ETC ユニットは、最後に発生した統ーエラーコード（一 P . 1 已 2 ) を記 
録しています。なの手順で確認でさまず。 

iHm ETC 力ードを抜く（力ードび挿入されている場合のみ） 

Ejra 21 履歴を巧し続ける（約 2 秒じ (上） 

最後に発生した統ーエラーコードを音声でお知日せします。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


—ェフ—1^—見 

ETC の利用中にエラーび発生したとさは、問題の概要ととちに、統一 
エラーコード（エラー 01~07)を音声でお知らせしまず。 

次の表に従って、それぞれ対処してください。 


統 ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

01 

ETC 力ード 

挿入異常 

-通信時に ETC カードが 
挿入されていない 
- ETC カードの挿入状態 
が悪い 

ETC カードの挿入状態を 
ご確認のラえ、再度挿入 
してください。 

02 

データ処理 

異常 

- ETC 力ードへの読出し、 
書込みエラー 
- ETC 力ードと ETC ュ 
ニットの接点不良 (ETC 
カードアクセス中の瞬 
断） 

-読出し中、書込み中カー 
ドのイジェクト 

ETC 力ード挿入時： 

挿入された ETC カードの 
データび読み出せません 
でした。再度挿入してく 
ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

ETC ゲート 通過前： 
料金所にて車両の停止び 
案内されることびありま 
す。車両停止後、料金所 
係員の指示に従って<だ 
さい。 

ETC ゲート 通過を： 

なの料金所にて車両の停 
止び案内されることびあ 
ります。料金所係員のい 
る一般レーン (ETC /— 
般共用レーンを含む）へ 
進入してください。 


1已2 












2-4. その他の走行装置の使い方 


統ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

03 

ETC 力ード 

異常 

- ETC 力ードび故障してい 

る 

-にカードし U 外のカードび 
挿入され、通信しない 
• ETC カードの誤挿入 
(裏面、挿入ち向違い） 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でを 
ませんでした。正しい 
ETC 力ードであること、 

および挿入ち向などをご 
確認のラえ、再度挿入し 
て < ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

04 

ETC ユこット 

故障 

自己診断の結果、 ETC ユ 
ニットの故障と判断され 
た 

再度エンジンを始動して 
みて < ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

0己 

ETC 力ード 

情報の異常 

- ETC カードとの認証エラー 
- ETC 力ード切外のに力一 
ドが挿入 

-認証中 ETC 力ー ドのイ 
ジェクト 

. 未 セッ トアップ状態で 
の ETC カードの挿入 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でを 
ませんでした。正しい 
ETC 力ードであること、 
および挿入ち向などをご 
確認のラえ、再度挿入し 
て < ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

06 

ETC ユこッ ト 

情報の異常 

路側無線装置との認証エ 
ラー 

ETC ユこットと料金所間 
におけるデータ処理にエ 
ラーび発生しました。 
料金所係員の指示に従つ 
て < ださい。 

07 

通信異常 

路側無線装置との通信び 
途中で終了した 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


白知識 _ _ _ _ _ 

■この場合は異常ありません 

• ETC 力ードモ巧入お知らせアンテナ等と通信した隐統ーエラー〕ードのの 
と通巧されることびありますび 、 ETC ユニッ トの故障ではありません。 

• ETC ユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムなどび運用されて 
います。有料道路の料金支払いと異なる通信を行った場合、統ー エラーコー 
ド （01) または （0 のと通知されることびありますび、 ETC ユニットの 
故障ではありません。 


■ ETC ゲート通過後にエラーが発生した場合 

ETC カードを抜くと、エラー音び停止します。再度、 ETC カードを挿入する 
と、 「ポーン ETC 力ードび挿入されました」 の音声と同時に緑ランプび点なし 
ますび、なの料金所にて車両の停止び案内されることびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や1」ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッケージトレイ 
-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-ふたのないル物入れ/トレイ 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、柔員を傷つけるおそ 
れびあ0ます。 



1已已 






2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてくださし、。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

. タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを用意してくださ 
し、。（一 P. 310) 

-タイヤチェーンは、必ずイスト指定のトヨタ純正品を使用してく 
ださい。トヨタ純正品!;•(外のタイヤチェーンを使用すると車体側 
にあたり、走行のさまたげとなるおそれびあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことをおこなってください。 

♦ドアやワイパーびま結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車ずるとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めX’をしてください。 

輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 


白知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

• 降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレード 
をおホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしてはしツ下の指示に従ってください。 

-ま全に作業でをる場所で行ラ 
-前2輪に取り付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
-取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締めなおしを行ラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チ I ーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラを越える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、おず輪止め X ’をしてください。 
輪止めをしないと、まび動を思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
**^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ミち意 

■タイヤ チェーンの使用について 

必ずイスト指定のトヨタ純正品を使用して<ださい。 

トヨタ純正品し i (がのタイヤチェーンを使用すると、車体に当たり、走行のさま 
たげとなるおそれびあ D ます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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3-3. 室内灯のつけ方 

室内灯一覧 . 

-パーソナルライト 
-インテ U アライト 


ま巧装備の使い方 


3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

オートエアコン . 162 

マニュアルエアコン . 170 

U ヤウインドウデフオッガー 

(曇0取 0). 176 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 177 

3-2. オーディオの使いち 

オーディオの種類 

(オーディオ装着車） . 178 

ラジオの使いち . 180 

CD プレーヤーの使いち ....... 182 

MP 3/ WMA ディスクの 

聞きち . 188 

快適に聞くた故に . 196 

AUX 端子の使いち . 198 

アンテナ . 199 


3 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 203 

-グ□ープボックス . 204 

■助手席アッパーボックス ....... 205 

•カップホルダー . . 206 

■ボトルホルダー 

(ドアポケット） . 207 

-ル物入れ . 208 

-オープントレイ . 209 

-カードホルダー .. 210 

3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイヴー . 211 

バニティミラー . 212 

時計 . 213 

アクセヴ U —ソケット . 214 

アシストグ U ップ& 

コートフック . 21巳 

フ□アマット . 216 

ラ ゲージルーム 内装備 ......... 217 


0 2 2 
〇 〇 〇 
2 2 2 
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3-1 .エアコン•デフ ォッ ガーの使いち 

オートエアコン 


設定温度にあわせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



[才ート設定を使うとき 



吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 

巨画司設定温度を上げるとさは い叫 の▲を、下げるとさは▼を巧ず 
egiitii 31 1^ を巧ず 

ボタンを巧ずたびにエアコンの ON . OFF び切0替わ0ます。 
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お好みの設定で使ラとさ 


■エアコンの ON • OFF を切り替えるには 

を巧す 

ボタンを巧すたびにエアコンの ON . OFF び切0替わ0ます。 

設定温度をかえるには 

温度を上げるとさはの▲を、下げるとさは▼を押ず 

風量をかえるには 

S の▲(増）か▼願）を押ず 

風量は7段階に調整でをます。 

送風を止めるときはを巧す 

吹き出し□を切り替えるには 

4を巧ず 

押すたびに吹を出し□び切0替わ0ます。吹を出し□表示は L ツ下の状態を示して 
います。 



上半身に送風 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 





〇 :車両型式などで設定の有無あ0 

■外気導入.内気循環を切り替えるには 



を押す 
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スイッチを押すたびに、外気導入-内気循環び切り替わります。 
内気循環を選択しているときは、作動表示灯び点灯します。 








































フ□ントガラスの量りを取るには 



曇0を取る 

エアコンび作動します。 


巧粉除去機能を使ラには 


を巧す 

内気循環に切0替わ0、上半身に送風して巧おを除まします。通常約3分後に（外 
気温びほいときは約1分後に）を巧す前のモードにもどります。 

途中で動作を止めるときは再度 I を巧すと前のモードにちど 0 ます。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


I 風向きの調壁 

►中央吹さ出し口 



ダイヤルをまわす 



フィンを動かず 
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[のさ出し□の開閉 


開けるとさはダイヤルを上側に動 
かし、閉めるときはダイヤルを下 
側に動かず 


開けるとさはフィンのくぼみ部分 
を巧し、閉めるとさはフィンを巧 
し下げる 


白知識 

■才ー ト 設定の作動について 

し U 下のよラな制御をする場合びあります。制御を解除したいとをは、お好みの 
設定で使用してください。 

を押した直後しばらく送風び停止する 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

長時間、内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 



►中央吹さ出し □ 



►左ち吹さ出し口 



-1. エアコン. デフ ォッガーの 使い方 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


■内が気切り替えについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切り替わ 
る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的にが気導入に切り替わる場合びあります。 

■が気温度が o ’ ciu 下のとき 

^ A/C j を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■巧お除去モードについて 

外気温び化いとさは、ガラス窓曇り防止のためにし U 下のよラな作動をすること 
びあ0ます。 

♦内気循環に切り替わらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。 

巧粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 

■吹き出し□を*み’にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
て混ざり合5ことにより、吹さ出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 
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■1. エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、 

を押さないで<ださしんが気とガラスの温度差でガラスのが側び曇り、視 
界を巧げる場合びあ D ます。 


A ま意 


I バッテリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

7ニユアルエアコン 


吹さ出し□切0替え風量調節ダイヤル温度調節ダイヤル 



I エアコンの設定 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず 



び巧されてない場合は送風または暖房で使用でをます。 


■風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 
送風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる 
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吹き出し□を切り替えるには 

吹さ出し口切り替えダイヤルを回し吹さ出し口を遇ぶ 

ダイヤル位置を各吹き出し□の間にすると、吹き出し□を細かく選択でをまず。 

上半身に送風 




上半身と足元に送風 


<> :車両型式などで設定の有無あ0 



足元に送風 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 




ガラスの曇りを取る 

外気導入 • 内気循環切0誓えダイヤル 

をの位置にします。 


贷 を押してエアコンを日 N に 
すると曇りび早 < 取れます。 


■外気導入.内気循環を切り替えるには 

外気導入•内気循環切り替えダイヤルを&の位置にまわすと外 


気導入、 魚 の位置にまわすと内気循環に切り替わります。 
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風向きの調壁 


中央吹さ出し口 



ダイヤルをまわす 



フィンを動かず 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


[のさ出し□の開閉 


開けるとさはダイヤルを上側に動 
かし、閉めるときはダイヤルを下 
側に動かず 


開けるとさはフィンのくぼみ部分 
を巧し、閉めるとさはフィンを巧 
し下げる 


白知識 

■内気循環について 

長時間、内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■が気温度が O’CIU 下のとき 

( A/C ) を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■のを出し□を♦み’にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、温度調整ダイヤルの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


►中央吹さ出し □ 



►左ち吹さ出し口 
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■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、ま室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれ 
てミ居ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭し化';することびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとさは、吹 
き出し□切り替えダイヤルを巧巧の位置に合わせないでください。か気とガラス 
の温度差でガラスのが側び曇0視界を巧げる場合びあります。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


-1. エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさにお使いください。 
►オートエアコン装着車 




ON/OFF 

U ヤウインドウデフ ォッ ガーは、 
約1已分で自動的に OFF にな0ま 
す。 


ON/OFF 


A ミち意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 


ON/OFF 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的に OFF にな0ま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なつており、やけどをするおそれびあるので触れないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-2 .才ーディオの使い方 

オーディオの種類（オーディオ装着車) 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお柔りの方 
は、別冊の 「DVD ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

CD プレーヤー、 AM / FM ラジオ* 



タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 180 

CD プレーヤーの使いち 

P . 182 

MP 3/ WMA ディスクの聞き方 

P . 188 

快適に聞くために 

P . 196 

AUX 端子の使い方 

P . 198 


白知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーデイオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■オーディオの 取り扱いについて 
オーディオに飲み物などをこぼさないよラにま意してください。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオの使い方 



I 放送局を記憶させる 

■手動設定 

inm をまわして、または^=1の’’ A " (高い周波数）または 

" V "(低い周波数）を巧して、お巧みの放送局を探ず 
巨画司記憶させたいスイッチ〜亡^を"ピッ"と音び鳴るま 
で巧ず 


■ 自動設定 

を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

受信感度の良い順に日局まで記憶されます。記憶び終了すると’ピッピッ”と音 
び鳴0ます。 
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3-2. オーディオの使い方 


交通情報を受信ずる 



«|||を巧ず 


ちラー度巧すと解除されます。 


曰知識 



»'1||について 


>新車時は、1620 kHz にセットしてあります。 


►AM ラジオモードのとをけ刪Iを’’ピッ"と音び鳴るまで押し続けると、そ 


の周波数を刪りに記憶させることびできます。ただし、バッテリーとの 
接続び断たれたときは、1日 20kHz にもどります。 


◎ 


心，||り)）を押して、ラジオを受信しているとをは、 

而 S 可を操作しても、周波数は切り替わりません。 


IL 


] 〜 [ 


] 


バッテリーとの接続が断たれたときは 

] に設定されていた放送局び消去されます。 


] 〜 [ 


■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響によ0良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

• を使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあります。 

♦ラジオ用アンテナはルーフ後ちにあります。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

CD プレーヤーの使い方 




CD を挿入ずる 

CD を 1 枚、挿入ずる 


CD を取り出ず 

を 

会 

う を巧して CD を取り出ず 


曲を選ぶ 

置 

了 

© 

% 

の" A" (次曲）または" V" (前曲）を巧して聞きたい曲の番号を 


表示させる 
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3-2. オーディオの使いち 


早もどし、早送りずる 


早もどし、早送りずるには J 
し）を巧し続けまず。 


◎ 


の" A " (早送り）または" V "悍もど 


リピート （RPT) 再生ずる 


[ 


]( RPT ) 対甲ず 


ランダム （RAND) 再生ずる 


[ 


]( RAND ) を巧ず 


ちラー度巧すまで無作為な順序で曲び再生されます。 


表示を切り替える 



を巧す 


巧すごとに、なのよラに表示び切0かわ0ます。 
巧番および経過時間^巳 D タイトル^曲名 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


曰知識 


■表示について 


ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 


CD タイトル、または曲名び13文字し i (上の場合は、 



を1秒間上押し 


つづけることにより、13文字目しツ降を表示でをます。 
表示でさるのは最大で24文字です。 



をちラー度1秒間し i (上押す、または約曰秒し U 上操作をしないまま放置す 


ると、もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあ0ます。 


■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 ( RAND ) または r ~ i~n ( rpt ) を押します。 

■エラー表示 


" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、ちしくはプレーヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

■再生巧能な CD 

し U 下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあ D 
ます。 


( in 咖昼恒咖昼歷咖昼歷 

V=rJM >—DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 
D に iTAL … DIO I text 1 (Rewritable! 

コピープ□テクト機能付 CD などは使用でさません。 
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3-2. オーディオの使いち 


■ CD プレーヤー保護機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5兩び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 


室内装備の使い方 


巧已 



3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■使用で をない CD、 アダプター 

し iTF のような CD 、 8 cm CD アダプター、 DualDisc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 



♦直径 1 2 cm の円形し i (がの CD 


♦化 品質または変形している CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのあ 
る CD 
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3-2. オーディオの使いち 


A ミ主意 


ICD プレーヤーの取り扱いについて 

liTF のことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤー 
び正常に働かなくなるおそれびあります。 

• CD 挿入□に CD 1；(外のものをいれない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

参 一度に2枚 UUi の CD を挿入しない 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーディオの使い方 

MP 3/ WMA ディスクの聞を方 



| MP 3/ WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 


-^ P . 182 


I 早もどし、早送りずる 

-^ P . 183 
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3-2. オーディオの使い方 


フォルダを選ぶ-最初のフォルダにちどる 


前フォルダを選ぶ 

r^~n ( V )を巧ず 

次フォルダを選ぶ 

rri ( A ) を巧ず 

最巧のフォルダにもどるには、 


] ( V ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧します。 


ファイルを選択ずる 



をまわして、または 


,◎ 


の" A " (次ファイル）または" V "(前 


ファイル）を巧して、聞きたいファイルを探ず 


リピート （ RPT ) 再生ずる 


■ファイルを繰り返してち生する 

( RPT ) を巧ず 

■フオルダを繰り返して再生する 

广て n ( RPT ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 


ランダム （ RAND ) 再生ずる 


■特定のフォルダの中か5無作為にファイルを再生ずる 

nn (RAND) を巧ず 

■ ディスクの中か5無作為にずべてのファイルを再生ずる 

( RAND ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


[表示を切り替える 



を巧す 


押すごとに、：欠のよラに表示が切0替わ0ます。 

フォルダ番号•ファイル番号•経過時間^フォルダタイトル^ファイル 
名^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^アーティスト名 
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3-2. オーディオの使い方 


曰知識 


I 表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字し i (上の場合は、 (fo )) を1秒間上押し 


つづけることにより、13文字目しツ降を表示でをます。 
表示でさるのは最大で24文字です。 


戀 


をちラー度1秒間し i (上押す、または約曰秒し U 上操作をしないまま放置す 


ると、もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあ0ます。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 nn (RAND ) または r^~n ( rpt ) を押します。 

■エラー表示 

"ERROR" :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレーヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

"NO MUS に’’：ディスク内に MP3/WMA ファイルび収録されていないときに 
表示されます。 

■再生巧能な CD 

しツ下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 


团帽陌咖甄 


ICD プレーヤー保護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■ CD をプレーヤー巧部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD が傷つを使用でをな<なるおそれがあります。 

■レンズクリーナー 

レンズク U —ナーを使巧しないでください。使巧すると、プレーヤーが故障する 
おそれがあ0ます。 


■ MP 3/ WMA ファイルについて 


MP3 (MPEG Audio LAYERS) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP3 を使巧すれば、ちとのファイルを約1/1日のサイズに圧縮することがで 
さます。 

WMA (Windows Media Audio) は、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フ ォー マットです。 MP3 よりもルさいサイズに圧縮することがでをます。 
使用でさる MP3/WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フ ォー マッ 
卜には制限がおります。 

♦再生可能な MP3 ファイルの規格について 
-对応規格 

MP3 (MPEG1 LAYER 吕、 MPEG2 LSF LAYERS) 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPE 白1 LAYER 吕： 32、44.1、48 (kHz) 

MPE 白2 LSF LAYER 吕；16、22.日己、24 (kHz) 

• 东 t 応ビットレート 

MPEG1 LAYERS :巨4、80、白6、112、 128、1巨日、1目2、224、 

2己6、320 (kbps) 

MPEG2 LSF LAYERS :目4、80、目目、112、128、144、1目0 (kbps) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 


192 



3-2. オーディオの使い方 


♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-巧広規格 
WMAVer'7' 8、日 
-対応ヴンプ1」ング周波数 
32、 44. K 48 (kHz) 

• 対応ビットレート 

Ver'7、 8 : CBR48、 己4、80、白已、128、1已0、192 (kbps) 

Ver. 白； CBR48、 己4、80、9己、128、1已0、192、2已己、320 (kbps) 
《 2ch 再生のみ対応しています。 

♦使用でをるメディアについて 

MP3/WMA ファイルの再生に使用できるメディアは CD-R および CD-RW 
です。 

CD-R、CD-RW の状態によっては再生でをないことびあります。また、ディ 
スクに傷や指紋をつけた場合、再生でをないことや、音飛びすることびあり 
ます。 

♦使用でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスクフォーマット： CD- ROM Model および Mode2、CD- ROM 
XA、Mode2 Form 1 および Form 乙 

-ファイルフォーマット： IS09 日己0レベル1、レベル2 (Romeo,」oliet) 
上記フォーマットし U がで書を込まれた MP3/WM A ファイルは正常に再生でをな 
かったり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびあります。 

規格ならびに制限事項はなの通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角文字で記録され 
た情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 
♦ファイル名について 

MP3/WMA と認識し再生するファイルは、 MP3/WMA の掘;張子 ".mp3" 
または ".wma" びついたちのだけです。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


♦マルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディス 
クの再生が巧能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


♦ ID 3 タグ / WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することがで 
さ、巧のタイトル、アーティスト名などを記録することがでさます。 

ID 3 Ver .1.0. 1.1、 ID 3 Ve 「.2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は ID 3 Ver . l . 日、 1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することが 
でさ、 ID 3 タグと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することがで 
さます。 


• MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルが収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルじ(外 
のファイルや必要のないフォルダなどを書を込まないことをおすすめしま 
す。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータが混在しているディスク 
は、音楽データのみ再生でをます。 


♦掘:張テについて 

MP 3/ WMA 政外のファイルに ". mpS " または ". wma " の掘:張テがついて 
いると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまし、大をな雑音が 
出てスピーカーを破損することがあります。 
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3-2. オーディオの使いち 


♦再生について 

•安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 128 kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 

- MP 3/ WMA は市場にフ U — ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在し、 
エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質が劣化したり再生 
開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生でをないこ 
とがあ0ます。 

-ディスクに MP 3/ WMA 切列のファイルを記録すると、ディスクの認識 
に時間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft 、 
Windows、Windows Media は米国 Microsoft Con 30 ration の、米国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きない CD 、 アダプター(一 P . 18色） 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて（一 P .187) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞<ために 




□ ツマ S を押してモードを表示 
させる 

曰ダイヤルをまわして音質と音 
量バランスを変更ずる 

最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することび 
でをます。 


I 設定を変更ずるには 

■音質モードの切り替え 


§ 点 を巧ずごとに次のよラに切り替わ0まず。 

rr 

FAD ^ 目 AS ^ TRE ^ BAL ^ ASL 


■ 音質の調藝 

をまわして音質のレベルを調整します。 


音質モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

ほ音 ’X 

目 AS 

- 己〜己 


強 

高音 ’X 

TRE 

- 己〜己 

前後音量 
バランス 

FAD 

F 7 〜 R 7 

後側大 

前側大 

左も音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 



OFF 

ちへまわす 

音量補正 

ASL 

LOW 

OFF*LOW* 

MID HIGH 

夺 

MID 



HIGH 

左へまわす 


※音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーそれぞれで調整でさます。 
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3-2. オーディオの使いち 


消音ずるには 


を巧す。 


曰知識 


lASL ^ (音量補正）について 

車速に応じて音量、周波数特性を自動的に制御し、いつち最適な音量'音質を 
実現するシステムです。 

HIGH . MID 、 LOW の順に補正量びルさくなります。 

《 ASL は Automatic Sound Levelizer の略です。 

ISRS Labs , Inc . の登録商標 


FOCUS 


srs@ srs ぶ 


TruBass 


本製品は AM ラジオモードを除き 、 SRS Labs , Inc . の SRS FOCUS ®、 
SRS TruBass ® の技術を使用していまず。 


FOCUS 、 TruBass、SRS と 




記号は 、 SRS Labs . Inc . の商標です。 


FOCUS 、 TruBass 技術は SRS Labs . Inc . からのライセンスに基づき製品化 
されています。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

AUX 端子の使い方 


ポータブルオーディオプレーヤーを車両のスピーカーか5聞くこと 
がでさまず。 



フタを開けてポータブル オー 
デイオの端テを接続ずる 


曰知識 


■ポータブルオーディオの操作について 

音量の調整をするとをは、車両のオーディオで調整してください。 
その他の操作は、ポータフルオーディオで行って<ださい。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

アンテナ 


n 取りはずず 
旦取り付ける 
□ 格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のある 
ところまで立ててください。 


A ま意 

■自動 洗車機にかけるときは 

アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはずしてください。 
■アンテナの 損傷を防ぐために 

下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カノ（一をかけるとを 
■洗車 時などアンテナを取りはずしたときは 
アンテナを紛失しないよラに注意してください。また、走行前には必ずちとど 
おり取りつけてください。 



室内装備の使い方 
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3 -五室内'なのつけち 

室巧巧一覽 



0 インテ U アライト（一 P . 202) 

□ "エンジンスタートストップ"スイッチ照明* 
□ コンソール照明* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












3-3. 室内灯のつけ方 


白知識 — — 

■バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態でインテ U アライトのスイッチびドアポジションのとをに、インテ 
1」アライトと"エンジンスタートストップ’’スイッチ照明*び点なしたままの場 
合、約20分後に自動消なします。 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

インテ U アライトスイッチびドアポジションのとを、電テキーの検巧、ドアの 
陆綻•解綻/開閉、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードにより、イ 
ンテ U アライトと"エンジンスタートストップ"スイッチ照明び自動的に点な、 
消なします。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

インテ1」アライトスイッチびドアポジションのとを、ドアの施錠-解錠/開閉、 
エンジンスイッチのモードにより、インテ1」アライトび自動的に点な-消なし 
ます。 

■販売店で設定可能な機首目 

室内なの消なまでの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧一 P . 314) 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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室内装備の使い方 





3-3. 室内灯のつけ方 


パーソナルライト、インテリアライト 


I パー ソナルライト 



一一^_____一一 一一 
_ 

IT 1331001 

点打/消打 



■インテ U アライト 


DON (点な） 

旦 OFF 

□ ドアポジション（ドア連動） 


龜 

-- CTN33AE013 
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3-4. 収納装備の使いち 

収納装備-覽 



且カップホルダー 
B グ□ーブボックス 


□目力手席アッパーボックス 
且ル物入れ 
□ カードホルダー* 

B オープントレイ 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

203 


室内装備の使い方 































3-4. 収納装備の使い方 


グ□ープボックス 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
し、。放置したままでいると、下のよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったときにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


[グ□-ブボックス 



レバーを 引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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助手席アッパーボックス 



レバーを 引さ上げる 


A 警告 


I 走行中の警告 

助手席アッノてーボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


3-4. 収納装備の使いち 

助手席アッパーボックス 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


I カップホルダー 


►フ□ント（センター) 




► U ヤ 
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A 警告 

■収納して はいけない物 

カップホルダーにはカップやちし义 H の物を置かないで<ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは（助手席） 

カップ ホルダーを 必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーび体にあたったり、中のちのび飛 
び出した0して、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


ボトルホルダ ー（ ドアポケット） 


フ□ント 



I 」ヤ 



3-4. 収納装備の使いち 

カップホルダー、ボトルホルダー（ドアポケット） 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー（ドアポケット)、小物入れ 


曰知識 


■ボトル ホルダー について 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによつては収納でをないことびあります。 


A ミち意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


[ル物入れ 



ノブを下に巧しなびら、手前に引 
いて開ける 


A 警告 
■走行 中の警告 

1 \ 4勿入れを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたル物入れに体びあたったり、収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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■才ープントレイ 


►ステア U ングコラム下部 





3-4. 収納装備の使いち 

才ープントレイ 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


力ードホルダー 


I 力ードホルター* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



室内装備の使い方 


211 






3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーを開けて使用します。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

時計 



n " 時"を調整ずる （ H ) 

且"分’’ を調整ずる （ M ) 

0 " 分"を00にずる※(:〇〇) 

※（例）1:00〜1:2日一1:00 
1:30〜1:已日一吕:〇〇 


室内装備の使い方 


213 








































3-5. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださし、。 



白知識 
■使用を件 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —またはイグニッシヨン 
ON モードのとを 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとさは、ふたを閉めておいて<ださい。 

■ヒュ ーズび切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A を超えないようにしてください。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ&コートフック 


リヤの運転席側アシストクリップにはコートフックびついていまず。 



A 警告 

■コート フックへかけてはいけないちの 

八ンガーや他の硬いちの、鋭利なちのをかけないで<ださい。 

SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだとをにそれらのちのが飛び、重 
大な傷害または死 t につながるおそれがあります。 


A を意 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(ク U ップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ち法はイ 
ラストと異なる場合びあります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない 
♦運転席 専用のフ□アマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とく 
に洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認する 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


ラゲージアンダー トレイ 

FF (前輪駆動）車 




室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


■パッケージトレイ* 



n 止めヒモを左ちのフックか日 
はずず 

曰トレイを取りはずず 


■ デッキフック 



トップテヴーアンカーとフック 
を使って、荷物を固定ずること 
びでさまず。 


218 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































































3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■パッ ケージトレイについて 

パッケージトレイの上におテさまび柔ったりしないで <ださい。パッケージト 
レイび破損し、おテさまび生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを 
険です。 

■デッキ フックを使用しないとさは 

けびをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 


A ミ主意 

■パッ ケージトレイについて 

♦上に 重いちのを置かないでください。 

♦パッケージ トレイの下に大をな荷物を積んだとさは、バックドアを閉める前 
に、パッケージトレイと荷物びあたらないことを確認してください。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


220 



お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 222 

内装の手入れ . 22已 

タイヤについて . 228 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネッ^^ . 231 

ガレージジャッキ . 233 

電球（バルブ）の交換 . 23已 

ヒューズの点検、交換 . 246 

キーの電池交換 . 253 

ウォッシャー液の補給 . 257 

エアコンフイルターの 
ミ青掃、交換 . 2巳召 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、じ TF の項目を実砲して<ださい。 


♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいをので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行ラ 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にならないときは、車体の温度び 
をえているとき（およそ体温じ(下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


曰知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア=ラーを格納し、アンテナを取 D はずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取りつけて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

• ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、 U ヤスポイラーび引っかかり洗車でをない場合や、傷付 
いたり、破損したりするおそれびあります。 

■高圧洗車機を使5ときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近づけすざないでください。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール 保管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけをおこなねないで<ださい。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
ミ主意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手ス►れ 


お手入れは、1ソ下の要領で実施ください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• 薄めた洗剤を柔らかい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液まで薄めたちのを使用してください。 
• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔らかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか日巧れを落とし、固 < 絞ったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 



呂吕已 



4-1 .お手入れのしかた 


白知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをお勧めします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは極力、乾いた状態をなつことをお勧めします。 

洗ミ争には、市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を ffl くよラに塗り 
こんでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 已 4) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 7己） 
電気的不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死こ 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
剤や酸またはアルカ U 性の溶剤、染色剤、漂白剤などは使用しないで < ださい。 

♦麗 出しワックスや麗出しク U -ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、し U 下のことをお守りください。 

♦革に ついたほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。特に夏場は曰陰で車をな管する 

♦ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない 

■フ □アに水びかかると 

フロアを水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあ0ます。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの磨耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己000 km ごとに行ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;をえているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおず順にタイヤを□ーテー 
シヨンしてください。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨ ン 
を推奨します。 
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4-1 .お手入れのしかた 


曰知識 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


麻急用タイヤ：420 kPa (4.2 k 呂 / cm ろ※ 
※：タイヤび;令えているとさの空気圧 

■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 



空気圧 

[ kPa(k 旨/ cm ?)] 

前輪 後輪 

FF 車 

2己 0(2 .己） 

4 WD 車 

230(2.3) 


■タイヤ空気圧の数値 



A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、死 t 事 
故や負傷につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレッドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U かのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテッドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤをミ居在使用しないでくださ 
し、。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルをとられた D 、 
異常な振動を感じることびあります。また、しツ下の事態になり、思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦車び 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費、車両のち向ま定性、制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のミち意 

♦必ず ナツトのテーバー部を内側にして取 
り付けてください。 

テー! 部をか側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スを塗らないでください。 

ナツトを締めるとさに化要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、デイス 
クホイー j レび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。オイルやグ U —スびねじ部に付いている場合はふを取ってください。 



/?\ ま意 

■ 走行中に空気漏れび起こつた S 

走行を続けないで < ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

凹凸のある路上を走行するとをは注意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 




ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットびみし浮さ上び0ま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 


曰知識 

■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ U - 端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ1」一端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命のを険また 
は重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにミ主意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 



A ま意 

■ボン ネットを閉めるとさは 

体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げる時は、正しい位置にガ 
レージジャッキを取り付けてください。正しい位置に取り付けない 
と、車両び損傷したり、けがをずるおそれびありまず。 

■フ□ント側 



■リャ側 

► FF (前輪駆動）車 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■車両を 持ち上げる時には 

死 t または重大な傷害のを険性を化下させるために、し:!下のことをお守 D くだ 
さい。 



♦図の よラなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしない 

♦ガレージ ジヤツキおよび、自動車用ジヤツキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用する 


♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを口にする 


♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 乗員びいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下に物を置かない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


LU 下に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 


■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P . 31 1) 

■フ□ントのバルブ位置 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車） 



コネクターとゴムカバーを取りは 
ずず 



止め金をはずし、電球を取りはず 
す 


236 



























4-2. 簡単な点検-部品交換 


へツドライト（デイスチヤージへツドライト装着車のハイビーム) 

カバーを取りはずず 




コネクターを取りはずず 



止め金をはずし、電球を取りはず 
す 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントフオグライト* 



ボルトとク U ップを取りはずし、 
フェンダーライナーをめくる 


コネクターを取りはずず 



電球を取りはずず 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な（八□ゲンへッドライト装着車） 

ソケットを取りはずず 




電球を取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な（デイスチャージヘッドライト装着車) 



カバーを 取りはずず 



両側のノブを内側につまみ、手前 
に引いて、ソケットを取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅な 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退灯/リヤフオグライト\尾 I 灯/制動な、リヤち向指示兼 


非常点滅 I 灯 



バックドアを開け、マイナスドラ 
イバーと当て巧を使いカバーをは 
ずず 



ソケットを取りはずし、電巧を取 
りはずず 

□ 尾な/制動灯 
曰 U ヤ方向指示兼非常点滅打 
a 後退な/1」ヤフォグライト* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































4-2. 簡単な点検-部品交換 


番号な 



バックドアを開け、マイナスドラ 
イバーと当て巧を使いカバーを取 
りはずず 

ドライバーを当てる溝び、フタの内側 
にあ0ます。 


ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


その他の電球 

じ(下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

• へッ ドライト□-ビーム（ディスチャージノりしブ *) 

♦サイド方向指示兼非常点滅打 
♦八イマウントストップライト 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


目知識 — — — — 

■左側のへッドライト、車幅な、フ□ントち向指示兼非常点滅なを交換するとをは 

ヒューズボックス（エンジンルーム B ) のフタをはずすと、交換しやすくなり 
ます。（一 P . 24日）交換後は、必ずヒューズボックスのフタをもとにもどして 
<ださい。 

■ A □ゲンへッドライト装着車のゴムカバーを取りつけるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

□ コ’ムカバーの外周をしっかりとはめ込む 

0 ゴムカバー内周（電球周り）を全周にわ 
たり電球の金具部分び確認でさるまで押 
し込む 


■レンズ内の水滴と量り 

し U 下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
参ライト內に水びたまつている 

■ディスチヤージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点灯します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあ D ます。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■デ イスチャージへッドライト*について 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点 好中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ミち意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検をおこなってください。 


lilHli I 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイツチを OFF にずる 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にずる 


固圆[互ヒューズボックスを開ける 


►エンジンルーム A (デイスチャージへッドライト装着車) 



ツメを巧しなび日、カバーを持 
ち上げる 



ツメを巧しなび日、カバーを持 
ち上げる 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


► 助手席足兀 



I 足元のカパーを取りはずず 



ヒューズボックスカバーを取 
りはずず 


固圆[互故障の状況から、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 248) で確認ずる 

111[互ヒューズを引さ巧さ、ヒューズび切れていないか点検ずる 
ヒューズはずしは、トヨタ販売店でお買いホめください。 

n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたび 
し、、規定容量のヒューズに交換し 
ます。 


□ 


B 





247 




































4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■エンジンルーム A (ディスチヤージへッドライト装着車) 



m 421021 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ATF PMP 

10 A 

電動オイルポンプ 

2 

HTR W/P 

10 A 

ヒーターウオーターポンプ 

3 

H-LPHI RH 

10 A 

ち側へッドライト八イ ビーム 

4 

H-LPHI LH 

10 A 

左側へッドライト八イ ビーム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■エンジンルーム巨 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

AM 2 

1 己 A 

EFI システム 

2 

HORN 

10 A 

ホーン 

3 

EFI 

20 A 

EFI システム 

4 

FR DEF 

20 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

已 

ABS 2/ VSC 2 

30 A 

A 巨 S、VSC 

6 

H-LP MAIN 

30 A 

へッドライト 

(ディスチャージへッドライト装着車） 

7 

ST 

30 A 

スッーター 

扫 

S-LOCK 

20 A 

ステア IJ ングロック 

9 

DOME 

1 己 A 

室内灯、オーディオ 

10 

ECU - 目 

7.5 A 

スマートエント U — &スタート 

システム、メーター 、 VSC 

11 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 

12 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

13 

HAZ 

10 A 

非常点滅よ了 



249 


















































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

H-LP LO RH 

1己 A 

ち側へッドライト ロービーム 
(ディスチャージへッドライト装着車） 

H-LP RH / H-LP LO 

RH 

10 A 

ち側へッドライト 
(八□ゲンへッドライト装着車） 

]已 

H-LP LO LH 

15 A 

左側へッドライト □ー ビーム 
(ディスチャージへッドライト装着車） 

H-LP LH / H-LP LO 

LH 

10 A 

左側へッドライト 
(八□ゲンへッドライト装着車） 

16 

EFI 2 

10 A 

E 円システム 


2已〇 












4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



2 3 4 5 6 \ 7 8 \ 9 \ 101112 
lji—iljljljLjljljLjljLjlJljlj 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

PANEL 2 

7.5 A 

スイッチ照明、エアコン照明 

2 

PANEL 1 

7.5 A 

スイッチ照明、エアコン照明 

3 

A/C 

7.5 A 

エアコン 

4 

D DOOR 

20 A 

運転席ドア ECU 

巳 

RLDOOR 

20 A 

パワーウィンドウ 

6 

RR DOOR 

20 A 

パワーウィンドウ 

7 

CIG 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

扫 

ACC 

7.5 A 

電動5ラー、オーディオ 、 ETC 

呂 

ID / UP/MIR HTR 

10 A 

EFI システム 

10 

AMI NO '2* 

7.5 A 

— 

11 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグライト 

12 

に N 

7.5 A 

EFI システム 

13 

MET 

7.5 A 

メーター 

14 

P S-HTR 

15 A 

— 

]已 

D S-HTR 

15 A 

— 

16 

WIP 

20 A 

フ□ントワイパー 

17 

RR WIP 

15 A 

U ヤワィパー 

18 

WSH 

1 己 A 

ウオッシヤー 


^スマートエントリー&スタートシステム装着車のみ 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

] 白 

ECU-IG 

10 A 

スマートエント IJ -& スタート 

システム、電動パワーステアリング、 
ABS、VSC 

20 

GAUGE 

10 A 

メーター 

21 

〇臣 D 2 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

22 

STOP 

10 A 

制動灯 

23 

D/L 

2 己 A 

バワードア□ツクシステム 

24 

FR FOG 

15 A 

フ□ントフォグライト 

2已 

4 WD 

7.5 A 

4 WD システム 

2巨 

TAIL 

10 A 

ま幅な、尾な、ま号な 

27 

AMI 

2 己 A 

始動系 


白知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点灯しないとをは、電球を交換してください。 

(一 P ' 235) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリーか5の回路に過剰な負巧がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
• 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 
■用意ずるをの 

• 巧などを巻いたマイナスドライバー 
♦ルさいプラスドライバー 

• U チウム電池 CR ] 己32 (スマートエント U -& スタートシステ 
ム装着車)、 CR 2016 (スマートエント U — &スタートシステム 
非装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 

メカニカルキーを抜< 


カノ（一をはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取0 
付けまず。 


電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 


非装着車) 



ITI 421043 


カパーを はずす 

傷び付 < のを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 


モジュールを取り出す 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




モジュールカバーをはずし 消耗 
した 電池を取0出ず 
新しい電池は+極を上にして取0 
付けます。 


曰知識 


■電池び消耗していると 

し U 下のよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1 巨32 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）、 
CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 


■取りは ずした電池と部品について 

おテさまに触らせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■交換 後、正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し ツ外の部品に、触れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 


ウォッシャータンク側面から、 
液面を確認する 

不足しているとをは、ウォッ 
シャー液を補給してください。 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


/!\ ミち意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液の薄めち 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ゥォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃、交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 


■交換のしかた 
163部1 I 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にずる 



IT 1421011 




グ□ーブボックスを開さダン 
パース テ ーの ピンをはずず 


グ□ーブボックスの側面を巧し 
てツメを片側ずつはずし、下部 
のツメをはずして取りはずず 


フィルターカバーを取りはずず 


吕已 S 












































4-2. 簡単な点検-部品交換 


□ フィルターを手前に引さ出ず 
B 回転させなび日フィルターを 
取りはずず 


固圆[互新しいフィルターに交換ずる 

「t UP 」 マークのち印び上を向くように取0付けます。 


白知識 

■エアコンフイルターの清掃-交換について 

エアコンフイルターはし U 下の時期を目安に清掃、または交換してください。 

ミ青掃：1己’000 km [7, 已〇 0 km ※ ] ごと 
交換： 30.000 km [1 己,000 km ※ ] ごと 

※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少、したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
てください。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A ま意 

■エアコンを 使用ずるときのを意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


260 



トラブルび起をた 6 5 


日-1.まず初めに 

故障したときは . 262 

非常点滅灯 . 263 

発炎筒 . 264 

けん引について . 266 

イベント データ 

レコーダー . 270 

日- 2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたときは . 272 

パンクしたとをは . 277 

エンジンびかからない 

とさは . 288 

シフト レバーが シフト 

でさないとさは . 290 

キーを無< したとさは . 291 


電子キーが正常に働かないとさは 
( スマートエントリー& 

スタートシステム装着車）.…292 
パッテリーびあがった 


とさは . 294 

オーパー ヒートした 

とさは . 298 

スタックしたとさは . 300 


車両を緊急停止するには ..... 302 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに下記の指示に従ってくださし、。 




非常点滅なを点滅させなび5、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P ' 263) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いて<ださ 
い。（法的にを義務付けられてい 
ます） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。（一 P . 2日 4) 
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5-1. まずな]めに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 


スイツチを巧すとずべての方向 
指示び点滅し、ちラー度巧ずと 
消なしまず。 



A ま意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間使用しないでください。 

















5-1. まずな]めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅！0と併用してお使いくださし、。 



助]手席足元の発炎筒を取り出ず 



本体をまわしなびら抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のふたをとり、ずり薬と発 
炎筒の先端をこず0、着火させ 
る 


口知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

し U 下の場所では、発炎筒を使用しないで< ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

♦ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使 巧中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまに触らせない 






5-1. まずな]めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引ずる前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 


• エンジンはかかるび、車び動かない 


• 異常な音びずる 

■けん引されるとさは 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 



□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大きさ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 30 cm ) 
じ(上 


I 巧細 I 3 I けん引される車両のエンジンをかける 
►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

エンジンびかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセ 
サリーまたはイグニッション日 N モードにして<ださい。 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンびかからないときは、エンジンスイッチを " ACC " または"日 N " に 
して < ださい。 
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5-1. まず初めに 


固画[互けん引される車両のシフトレパーを N にしてか日、八ーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん弓 I 中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないよラにして 
<ださい。 


けん引フックの取り付け方 



マイナスドライバーと当て巧を 
使ってフタをはずず 


けん引フックを巧に挿しこみ軽く 
締める 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 


267 


トラブルび起さたら 








































已 -1 .まず初めに 


口知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 


■けん引フックの収納位置 

ツールバッグの中に収納されています。 UP . 278) 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるときは 

指定の位置にしっかりと取り付けてください。 

指定位置にしっかりと取り付けないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重大 
な傷害のおそれびあ0ます。 

■車両を 運搬ずるときは （4 WD 車） 

おず4輪接地または、4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 

前輪または後輪だけ持ち上げたけん引は絶巧にしないで<ださい。駆動装置び 
焼を付をを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 

また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
ください。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのミ主意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

• "エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでください。 

(スマートエント U -& スタートシステム装着ま） 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

(スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん弓 I される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンド j レび通常よ 
り重くなります。 


A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはし:!下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 
-连度30 km/h し U 下、距離 80 km し U 内でけん弓 I する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などに□-プをかけない 

♦この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷をあたえるおそれびあります。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあ D 
ます。 
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5-1. まずな]めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動してることを診断ず 
るととちに、衝巧のときや衝突に近い状態のときのデータを記録ずる 
イベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
• 助手席乗員のち無 

• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着のち無 
参運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
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5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
をじ[下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 

♦統計的な処理を行なラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関などに提供ずる場合 






5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告丹が点丹または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のよラに 
ご対処ください。点 I 灯•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）‘^ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消なすれば正常です。 


※ノ（ーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

パーキングブレーキをかけたまま、車速び10 km / h を超えたとを、警告ブヴーび 
鳴0ます。 


(ただちに停車してください。 

じ(下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を巧くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 


化 


高水温警告な 

エンジン;令却水の温度の異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに,点検を受けてください。 

じ(下の警告は、放置ずると、システムび正し<働かず、思わめを険や故 
障をあくおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

• ABS の異常 

•ブレーキアシストの異常 （ VSC 装着車） 


©! 


パワーステアリング警告な 

EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 


VSC 

OFF 


VSCOFF 表示巧（点滅したとき）* 

VSC システム、 TRC システムの異常 


4 WD 


4 WD 警告巧* 

4 WD システムの異常 




ディスチャージへッドライトオートレべリング警告な# 

自動光軸調整システムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置してください。 

政下の警告はそれぞれの対処ち法にしたがって処置し、警告打が消打す 
るのを確認してください。 


警告な 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアが確実に開 
まっていない 

全ドアを閉める 




燃料巧量警告口 

燃料の残量び約日. 3 L 1；|下に 
なった 

燃料を補給 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


A PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


運転席*助手席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速が約2日 km/h になると、警告 
ブヴーが30秒間断続的に鳴0ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブザーの音が変わり90秒間鳴0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください （ スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

それぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なずるの 
を確認してください。 


乾化- 
言 ロン 

車内 

巧’一 

車が 

スマートエント 

IJ 一 &スタート 
システム警告な 

警告内容 

対処ち法 

1回 

なし 

(8 

砂間点火 

I ) 

電モキーを携帯していな 
い状態でエンジンをかけ 
よラとした 

電子キーを携帯する 

1回 

吕回 


— Im 


電モキーを携帯していな 
い状態かつ、"エンジンス 
夕ートストップ"スイッチ 
び OFF し U がの状態で運転 
席し i (外のドアび開閉され 
た 

電モキーを携帯する 

電テキーを携帯していな 
い状態かつ、シフトレバー 
が P の状態で、 "エンジン 

スタートストップ"スイッ 
チを OFF にせずに運転席 
ドアが開閉された 

-"エンジンスタート 
ストップ"スイッチ 
を日 FF にする 

•電モキーを携帯す 

る 
























5-2. 緊急時の対処法 


I "エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターについて 
(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチ上のインジケーターび点滅 
した場合は、下記の表に従ってそ 
れぞれ対応してください。 


インジケーターの 
が態 

警告内容 

対処方法 

緑色に点滅 
(1 己秒間） 

エンジン始動操作時にステア 

1」ング□ックび解除されず、 
エンジンび始動しなかった 

八ンドルを左ちに動かしなび 
らエンジン始動操作を行5 

桓色に点滅 

ステア U ング□ックシステム 
または電源システム異常が発 
生した 

トヨタ販売店に連絡する 


口知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告巧び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検知せず警告灯び作動しないことび 
あります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
( タイヤについての詳しい説明は、 P . 228をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 

■工具位置 

► FF (前輪駆動）車 
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5-2. 緊急時の対処法 


► 4 WD (4 輪駆動）車 



■ツールバッグ 

ツールバッグの中には、ホイールナツトレンチとけん引フックび収 
納されています。 


■ジャツキ位置 


目力手席シート下に収納されてい 
よ 9 〇 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ジャッキの取り出し方 


ノブを内側につまみ、手前に引い 
て、カバーを取りはずず 


D 締まる 
曰ゆるむ 


I 応急用タイヤの取り出し方 


スペーサーを取りはずし、タイヤ 
を取り出ず 
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5-2. 緊急時の対処法 


1パンクしたタイヤの交換 




輪止めX’をずる 


八ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


^輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 


ホイールキャップをはずず 
(スチールホイールのみ） 


ナツトをかし（約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 





ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面からかし離れるま 
で、車体を上げる 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする。 
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5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面がミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれびあ0ます。 


居画互タイヤを取り付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 

► スチールホイールからスチールホイールに替えるとを 
(応急用タイヤを含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまでまわず 


► アルミホイールから応急用タイヤに替えるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<当たるまでまわず 
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5-2. 緊急時の対処法 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 




► アルミホイールか5アルミホイールに曾えるとき 



ナツトの座金びホイールに当たる 
まで仮締めする 


手順 


手順 


トラプルか起さたら 


3 

8 

2 






























5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップを取り付ける’^ 
タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取0付ける。 

スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはできません） 


臣祖互ずベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 

白知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P . 310) 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使巧について 

ジャッキの取 D 扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
び友 D ます。 

しツ下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないためほかの車に 
使ったり、ほかの車のジャッキをお客様の車に使わない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を柔せたまままを持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してくだ 
さい。 


トラブルび起さたら 


已 

8 

2 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわ D などには触れないでください。 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

-ホイールの交換後はすぐに103 N ■ m (10 已〇 kgf . cm ) の力でナット 
を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取り付けるとをは、必ずテーバー部を内側にして取り付ける 
レ P . 230) 

■応急 用タイヤを使用ずるとさは 

♦お客様の お車専用になっているため、ほかの車には使用しないでください。 
♦同時に 2つし i (上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速、急ブレーキ、急減を、急旋回はお避けください。 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km / h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
び友 D ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあ0ます。 

•ABS &フ レーキア シスト 
• VSC * 

•TRC * 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

♦バック ガイドモニター* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4 WD システム* 


A ま意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低くなっています。段 
差を柔り越えるとさはごま意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪に付けてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかからないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 102, 106) にしたがっても、エン 
ジンがかか5ないとさは、じ TF のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 
姑 n 

LU 下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 102, 106) にしたびって、エンジン 
をかけて < ださい。 

• エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
ます。（一 P . 72) 


■スターターが ゆっくりまわる/室内灯. へ'ソ ドライトが暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 294) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターびまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 294) 

• ステア U ング □ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねか5ないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかか日な 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 



5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことがでさまず。 

IHIMII I ノ（ーキングブレーキをかける 

lEarai 21 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードにずる 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " ACC " にずる 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 


iitiil 3 1ブレーキ ペダルを踏む 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることがでさまず。 

( 一 P. 21) 



5-2. 緊急時の対処法 

電子キ-が正勘こ圃かなりとまは(ス7-にントリ -& スタ-トシステム装着車) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 26)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧できなくなりまず。このよラな場合、じ(下の手 
順でドアを開けたり、エンジンを始動したりずることができまず。 


I ドアの施錠-解綻 



メカニカルキー(一 P . 20) を使つ 
て操作します。 

n 全ドア施綻 
曰全ドア解錠 


モードの切り替え/エンジン始動の方法 

巨画 TI シフトレノ（一が P の状態でブレーキを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
"エンジンスタートストップ"ス 
イッチにふれる 

ブヴーが鳴0ます。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
タートシステムが"エンジンスタート 
ストップ"スイッチにふれた電子キー 
を正し<検知でをず、警告音が鳴0ま 
す。 
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5-2. 緊急時の対処法 


EJta 31なの操作を行ラ 

モードの切0替え： 

ブヴーび鳴ってから已砂じ(内に、ブレーキペダルから足を離 
して"エンジンスタートストップ"スイッチを押しまず。"エ 
ンジンスタートストップ"スイッチを巧ずごとにモードび切 
り替わりまず。（一 P .102) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかり 
踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを巧しま 
す。 

処置をしてを作動しないときは、トヨタ販売店に連絡してください。 

白知識 

■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーを P にして"エンジン 
スタートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

ここで説明しているエンジン始動のち法は、一時的な処置です。電池び切れたと 
きは、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 2已 3) 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

パッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることが 
でさまず。 

ブースターケーブルと^2VのバッテU—付さ救援車びあれば、 LU 下 
の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 

1111でカノ（一をはずず 



バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブ j レを次の順 
につなぐ 
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5-2. 緊急時の対処法 


D ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 
0 赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 

□ 黒色のブースターケーブ;レを救援車のノ（ッテ1」一の一端モにつなぐ 
〇黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ1」一か b 離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
固圆[互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ1」一を充電ずる 

固圆[互"エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態でいず 
れかのドアを開閉ずる（スマートエント U — &スタートシス 
テム装着車） 

固圆[互救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード、またはエンジ 
ンスイッチをいったん ON にしてか日自車のエンジンをかける 
feitiil 61自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


トラブルび起さたら 










5-2. 緊急時の対処法 


□知識 — 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオ*の電源を切って< 
ださい。 

♦お浦などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあがったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの充電について 

バッテ1」一の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ1」一は走行中に自動で充電されます） 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラし U 下のことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一’’の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U -を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効 g • 車体 
につかないよラにする 

♦必要し i (上、顔や頭などをノくッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
♦お 子さまをバッテ U —に近づけない 


A ま意 

■ブー スターヶーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ま意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

オーパーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたとさは： 

111[で車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
固圆[互ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止し、蒸気び出な<なった日注意してボン 
ネットを開け、ェンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
IE 3118113 I ラジェーターを却用のファンび作動しているか確認ずる 
ファンび作動している場合： 

高水温警告巧び消灯した日ェンジンを停止ずる 
ファンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 

ェンジンび十分に;ちえてから、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検する 


;令却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる（一 P . 30 助 

を却水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

li (下の状態びオーノ（ーヒートです。 

♦高水温警告なび点な、点滅したり、エンジン出力び化下する 
♦エンジンルームから蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着巧をフアンやベルトからはなしてくだ 
さい。 

♦エンジン 及びラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ D ます。 


A ま意 

■を 却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤが空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは下の方法を試みてください。 

► FF (前輪駆動）車 

固画でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にして、エンジ 
ンを停止ずる 

111互タイヤ前後の±や雪を取り除< 

固画固タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固画[互エンジンを再始動ずる 

m 司シフトレバーを D または R に確実に入れ、ミち意しなび日アク 
セルを踏む 

TRC 、 VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または VS 巳を停止し 
てください。（一 P .133) 

► 4WD (4 輪駆動）車 

111でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にして、エンジ 
ンを停止する 

固画回タイヤ前後の±や雪を取り除く 
国画固タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固画[互エンジンを再始動ずる 

feir1l5l4WD オートモードになっていることを確認ずる 
(一 P' 131) 

固匿互シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルを踏む 

TRC 、 VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または VS 巳を停止し 
てください。（一 P .133) 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■緊急巧フックについて 

スタックして走行でをなくなつたとをに、 
緊急的に他まに引っ張り出してもらラため 
に使用します。 

この車で他まをけん引することはでをませ 
ん。 


A 警告 

■ i ^出ずるとをは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、ほかの車、物または人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前方または後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくに注意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A を意 

■ トランスミッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦前 頁のち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 



トラブルび起さたら 












5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5なくなったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

iiirn ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

1111互シフトレバーを N に入れる 

►シフトレバーび N に入った場合 
固圆[互減速後、車を安全な道路協に停める 
iitiil 41エンジンを停止ずる 


►シフトレバーび N に入らない場合 

Eiim ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 




スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを "ACC" にして、エン 
ジンを停止ずる 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを 3 
秒じ(上巧し続けてエンジンを停 
止する 


固圆[司車を安全な道路脇に停める 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

♦ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコントロール 
びしにくくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減まするよラにしてく 
ださい。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
ロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 





5-2. 緊急時の対処法 
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6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(油脂類の容量と銘柄） ...... 306 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 313 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量とな柄） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル-液類のご使用をおずず 
めしまず。トヨタ純正油脂(外を使巧される場合は、それぞれの油脂 
に相当ずる品質のちのをご使用ください。 




指定燃料 

容量 [ L ] 慘考値） 

無鉛レギユラーガソ1」ン 

42 


I エンジンオイル 


銘柄 

容量 [ L ] 慘考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルとオイル 
フィルター交換 

トヨタ純正モーターオイル SN 日 W -2 日※ 
—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -2 日 
^円 SN ， RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -30 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 

—API SM，EC SAE 己 W -30 
トヨタ純正モーターオイル SM 1 0 W -30 
—API SM , EC SAE 1 日 W -30 

3.4 

3.7 


* 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 


306 

















6-1 .仕様一 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イルサッ 
クサーテイフィケーシヨン）マークびついていまず。 



■エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のをのをご使用 < ださい。 



^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

• 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動び容易になりまず。 

• 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。粘度の高い（数 
値び大さい）オイルは高速または重負荷走行に適していまず。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[フシ 1— 夕一 


銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度3日〇/〇 -12 て： 

濃度日日％ -3 己て： 

己.1 


I 才ートマチックトランスミッション 


銘柄 

駆動ち式 

容量 [ L ] 
(参考値’ X ) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

FF (前輪駆動） 

8.09 

4 WD (4 輪駆動） 

7.98 


* 交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I リヤデイファレンシャル 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8己 VV - 目 0) 

日.己 


I トランスファー 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API 白 L - 己 SAE 8已 VV - 目 0) 

0.4己 
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6-1 .仕様一! 


t ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2日日 0 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間*1 

7己じ(上 


& ] エンジン回転時に300 N (30.6 k 旨 f ) の踏力をかけたときの床板とすき間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

駆動方式 

基準値 （ 回数） 

引をしろ 

操作力200 N (20 k 巨りのとをのノッチ《2数 

FF ( 前輪駆動） 

6〜目 

4 WD (4 輪駆動） 

己〜8 


& 2 ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 
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| v リブベルト 


項目 

基準値 [ mm ] 

たねみ量 




^ ジ I ネレ-夕- 

Jtl ウォ-夕-ポンプ 

クランク外 7 卜^^ 

^4-1 のン 

] ンプレ州- 

CTN61AE021 


12.己〜13.己 


巧力日8 N (10 kgf ) (を間時） 




I ウオッシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
2.3 


I タイヤ • ホイール 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤが冷えて 
いるときの ^^ li 
kPa ( k 呂 / cm じ) 

前輪後輪 

標準 

タイヤ 

FF (前輪駆動） 

1目己/目日 R 16 

8白 H 

16 X 6」 

2已〇 (2 .己） 

4 WD (4 輪1 勵） 

195/60 R 16 

8白 H 

16 X 6」 

230 (2.3) 

応急用 
タイヤ 

FF (前輪駆動） 

T 135/70 D 16 

100 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 

4 WD (4 輪!函） 

T 125/70 D 17 

98 M 

17 X 4 T 
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6-1 .仕様一 


[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


ヘッドライト（ディスチャージヘッドライト装着車） 



八イビーム（バルブタイプ： H 7) 

已已 


□-ビーム（ディスチャージへッドライト； D 4 R ) 

3已 


へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車） 

已已/60 


□ービーム/八イビーム（バルブタイプ： H 4) 


車幅な 

己 


フ□ントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

已已 

車外 

フロント方向指示兼非常点滅灯 

21 


サイド方向指示兼非常点滅な 

LED * 


1」ヤち向指示兼非常点滅灯 

21 


制動な/尾な 

21/己 


後退灯 

16 


IJ ヤフォグライト* 

21 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号灯 

己 


インテ U アライト 

8 

車内 

パーソナルライト 

8 

ラゲージルームライト 

己 


コンソール照明* 

LED * 


* に□は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両仕様 


311 

























I 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NCP 1 10 

1 NZ-FE (1.已1_ガソ1」ン） 

FF (前輪駆動） 

NCP 1 1己 

4 WD (4 輪駆動） 












6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできま 
ず。 

機能によっては、イ也の機能と連動して設定が変わるわのちあ0まず。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 

UP . 22) 

スマートエント U — &ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（フヴー） 

あ0 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP . 32) 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

3 日 秒 

6 日 秒 

12 日 秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U — Si スター 
トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント U —&スタートシ 
ステム装着車のみ） 

あ0 

なし 
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6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イル5ネーシヨ 

ン 

UP . 201) 

消打までの時間 

1已秒 

7. 已秒 

30秒 

解錠時の作動 

あ 0 

なし 

"エンジン スター トストツ 
プ"スイッチまたはエンジ 

ンスイッチ日 FF 後の作動 

あ 0 

なし 
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さ < いん 


略語一覧 . 316 

五十音順さくいん . 317 

症状別さくいん . 32已 


31已 






アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エコノ 5— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクションコントロール 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
















五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


因 




アクセサリーソケット ....... 

. 吕14 


運転席シートベルト 


アシストグリップ . 

. 吕1已 


非着用警告灯 . 

. 274 

アンチ□ックプレーキ 





システム . 

. 132 

曰 

エアコン 


アンテナ . 

. 199 


オートエアコン . 

. 162 




フィルターの清掃-交換 ........ 2巳8 

イグニッシヨンスイッチ... 

102,106 


マーユアルエアコン.… 

. 170 

イベントデータレコータ’一 

. 270 


エァバッグ 


イル S ネーテッドエントリ 

— 


SRS エァバッグ . 

. 7巳 

システム . 

. 201 


一般的な警告 . 

. 80 

インテ U アライト 



おモさまのためのを意 

. 80 

W 数..….……. .................. 

.........31 1 


カーテンシールドエアバッグに 

スイッチ….. .. 

.........202 


関する警告..…………… 

.………….80 

インナーミラー . 

. 61 


力ーテンシールドエアバッグの 




作動条件............... ..... 

.………….76 

ウインカー 



改造-廃棄 . 

. 83 

W 数 . 

. 311 


^告阿...…………………… 

........... 273 

電球の交換 . 

. 23巳 


サイドエアバッグに 


レバー . 

. 111 


関する警告 . 

. 80 

ゥィンドゥ 



サイドエアバッグの 


ウオツシ巾一 . 

127,12曰 


作動条件 . 

. 76 

パヮーゥィンドゥ . 

. 64 


作動条件 . 

. 76 

U ヤゥィンドゥ 



正しい姿勢 . 

. 73 

デフオッガー..….…..... 

......... 176 


配置 . 

. 7巳 

ウインドウ□ックスイッチ 

. 64 


エレクトリックパワー 


ウオーーングライト . 

. 272 


ステアリング . 

. 132 

ウオツシヤー 



エンジン 


あの浦給 . 

....... ..2已7 


イグニッシヨン 


スイッチ…. .................... 

127,129 


スイッチ .. 

102,106 

タンク容量 .. . . 

.........310 


エンジン回転計 . 

. 114 

をの前の準備.点検 ..... 

.........] 已7 


エンジンびかからない 

…… .....288 

運転 



エンジン警告な . 

. 273 

寒;令時の運転 . 

.] 已7 


エンジンスイッチ ........ 

102,106 

正しい姿勢 . 

. 73 


オーバーヒート . 

. 298 

手順 . 

. 92 


かけち . 

102,106 




ボンネット . 

.23] 
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五十音順さ < いん 


エンジンイモビライザー お子さまの安全のために 


システム . 

.……72 


ウインドウ□ックスイッチ… 

...64 

エンジンオイル 



エアバッグに関する警告 ....... 

...80 

をの前の準備-点検 . 

....] 已7 


おモさまのシートベルト 


mm . 

… .306 


胃 ffl ... 

...己7 

エンジンスイッチ . 102,106 


シートベルトに関する警告... 

...己8 




チャイ J レドシート . 

...84 

応急用タイヤ 



チャイルドシートの固定 ....... 

...84 

空気圧 .... 

....310 


チャイルドプ□テクター . 

...37 

スペアタイヤ..………………… 

....277 


キーの電池に関する警告 ....... 

2已已 

オーディオ 



バッテ U —に関する警告 ....... 

297 

AUX 端子…...… .. 

.... 198 


パワーウインドウに 


CD プレーヤー . 

... 182 


関する警告…..………… ........... 

...67 

MP 3 /WMA ディスク ........ 

.... 188 


オドメーター . 

11已 

アンテナ.....…………….... ....... 

.... 199 

巧 



オーディオ . 

.... 17扫 

力ーテンシールドエアバ‘ッグ ..... 

...75 

mm . 

.... 196 

カードホルター . 

210 

ラジオ . 

.... 180 


外気温表示 . 

121 

オー S エアコン . 

.... 162 


カスタマイズ機能 . 

■SIR 

オートマチックトランスミッション 


ガソリンスタンドでの情報 . 

328 

オートマチックトランス 



カップホルダー . 

20巨 

=ッシヨン . 

シフトレバーび 

.... 109 

ち 

ガレージジャッキ . 

233 

シフトでさない . 

....290 

キー 


オートレべ IJ ングシステム ..... 

.... 124 

イグニッシヨン 


才ーバーヒート . 

....298 


スイッチ . .......... 102 , 

10 巨 

才ープナー 



エンジンスイッチ . 102 , 

10 巨 

給油口 . 

.......68 


キ ー-... ……. ............................... 

...20 

バックドア .. 

.......39 


キーナンバープレート . 

...20 

ボンネット ........................... 

....231 


キーレスエント U — 


才ープントレイ . 

.... 吕〇白 


(ワイヤレスドア□ック） .... 

...32 




キーを無くした . 

291 




電モキー . 

...20 




電モキーの電池び切れた.…… 

292 




メカ-カルキー . 

...20 
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五十音順さ < いん 


給油 □. 68 

緊急時の対処 

エンジンびかからない . 28扫 

オーバーヒートした . 2目扫 

キーの電池び切れた . 292 

キーを無くした . 2目] 

警告なびついた . 272 

けん弓1 . 266 

故障したとさ . 2色2 

シフトレバーび 

シフトでさない..………………2曰0 
車両を緊急停止する ............... 302 

スタックした..……………………. 300 
電子キーび正常に働かない.... 2曰2 

発炎筒 . 264 

バッテ U —びあがった . 294 

パンクした . 277 

B 空気圧 . 310 

空調 

オートエアコン . 162 

フィルターの清掃-交換 ........ 2已扫 

マニュアルエアコン . 170 

区間距離計 . 11已 

量り取り 

フ□ントガラス..…….... ........... 16已 

U ャウィンドウ 

デフォッガー . 176 

グ□ーブボックス . 204 

囚計器 

メーター.… .. 114 

メーター照度調整ボタン ........ ]] 已 


警告打 

SRS ェァバッグ.……… . ..273 

… .... .….… .......273 

アンチ□ツクブレーキ 

システム…………… . …..273 

エンジン . 273 

エンジンオイル圧力 . 272 

高水温 . 272 

シートベルト非着用 . 274 

充電 . 272 

スマートエント U —も 

スタートシステム . 27已 

デイスチャージへツドライト 

オートレべリング.. . 273 

燃料残量 . 274 

パワーステアリング . 273 

. . 274 

ビークルスタビ U テイ 

コント□-ル . 273 

プ U テンシヨナー . 273 

ブレーキ . 272 

ブレーキアシスト . 273 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 274 

パーキングブレーキ 

未解除走行時........ . 272 

化粧巧 S ラー . 212 

けん弓1 . 266 

M 交換 

タイヤ……………………… ............280 

WM ............................... ..… ....... 23已 

キーの電池 . 253 

ヒューズ . 246 

工具 . 277 
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五十音順さ < いん 


後退灯 



室内打 . 

200 

W 数…..…… .... . . 

.31 1 


シフト レバー 


電球の交換 . 

.235 


オートマチックトランス 


コートフック . 

.吕1已 


=ッシ ヨン.……………….... ..... 

109 

ル物入れ . 

.208 


シフトレバーび 


コンソール照明 . 

.200 


シフトでさない . 

290 




シフト□ックシステム . 

290 

サイドエアバッグ . 

… .7 已 


ジャッキ 


サイド方向指示兼 



ガレージジャッキ . 

233 

非常点減打 



車載ジャッキ . 

278 

W 数.. … .............................. 

.31 1 


ジャッキ八ンドル . 

277 

レバー..……. ...................... 

.111 


車幅阿 


サンバイザー . 

.21 1 


W 数. ........................................ 

311 




電球の交換 . 

235 

シート 



ライトスイッチ . 

122 

正しい姿勢 . 

… .73 


車両型式 . 

312 

チャイルドシートの固定 ...... 

… .84 


車両仕様 . 

306 

手入れ . 

.22 巳 


収納装備 . 

pn 8 

フ□ントシートの調整 . 

… .44 


助手席アッノ —ボックス . 

pnFi 

フ□ントシートの調整に 



助手席シートベルト 


関する警告 . 

… -44 


非着用警告灯 . 

274 

へッドレスト . 

....52 




U ヤシートの調整 ................. 

… .4 已 

曰 

水温表示な . 

115 

U ヤシートの調整に関する 


スイッチ 


警胃...… .. 

… .已] 


4 WD オートモード 


シートベルト 



スイッチ…......…… ................ 

131 

お子さまの着巧………………… 

… .已7 


ウインドウ□ックスイッチ... 

...64 

緊急時シートベルト 



エンジンスイッチ . 102, 

10巨 

固定機構........ .. 

… .已6 


エンジンスタートストップ 


シートベルト非着巧警告灯.. 

.274 


スイッチ…………… ....... ......... 

102 

シートベルト 



ドア□ックスイッチ . 

...36 

プ U テンシヨナー .. 

… .已6 


八ヴードライトスイッチ ....... 

263 

清掃-手入れ . 

.226 


パワーウインドウスイッチ… 

...64 

正しい着用 . 

....54 


非常点滅ロスイッチ . 

263 

チャイルドシートの固定 ...... 

… .84 


フォグライトスイッチ . 

12已 

mm . 

....54 


ライトスイッチ . 

122 

妊娠中のでの着用 . 

....56 
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五十音順さ < いん 


ワイパー&ウオツシャー 


スィッチ….……..………] 27,129 

スタック 

スタックした . 300 

ステアリングホイール 

ステア U ング□ック .... 103,107 
調整 . 60 

スピードメーター . 114 

スペアタイヤ 

収納場所 . 277 

空気圧.…….. . .....310 

スペック . 306 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

イグニッション 

スィッチ . 1021106 

エンジンスイッチ ........ 102,106 

ドアの解錠-施錠 . 23 

バックドアの解錠-施錠 . 24 

スライドシート . 4已 

Q ミ青掃 

外装 . 222 

シートベルト . 226 

内装 . 22已 

制動灯 

W 数... ............31 1 

電球の交換……………….. . 23已 

積算距離計 . 11已 

洗車 . 吕22 

前照灯 

W 数..... ... ..311 

手動光軸調整ダイヤル . 123 

スイッチ . 122 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 245 

電球の交換 . 23巳 


H 速度計 . 114 

ち夕仆 

空気圧.….. ................................. 310 

交換………………………. . 2召0 

スペアタイヤ . 277 

チェーン . 157 

，点検 . 228 

パンクした . 277 

冬用タイヤ . 157 

□ーテーシヨン . 228 

タコメーター . 114 

6チェ-ン . 157 

チャイルドシート 

ISO 円 X バーでの固定 ................86 

シートベルトでの固定...... .........8 已 

チャイルドプ□テクター . 37 

駐車ブレーキ . 112 

e ッ-ル . 277 

ツールバッグ . 278 

n 手入 n 

外装 . 222 

シートベルト . 226 

内装. ..... 22已 

テールランプ 

W 数..… ...................... ..… ..........31 1 

スイッチ. . 122 

電球の交換. . 23已 
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五十音順さ < いん 


電球 

W 数.. . ..311 

交換 . 23巳 

電子キー 

電子キーの電池が切れた . 292 

白ドァ 

ドアガラス . 64 

ドァミラー ...................62 

ドア□ック ..... . .3 已 

ドアガラス . 64 

ドアポケット . 207 

ドァ巧一 

調整............ . ..……..…………..62 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 72 

時計 . 213 

トラクシヨンコント□-ル . 132 

ドライブモニター .12 Q 

トリップメーター . 11曰 

トップテザーアンカー . 84 

因荷物 

積むとさの注意..…….... ...........] 已已 

囚燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.…328 

給油 . 68 

種類 . 306 

燃料計… .................................... 114 

容量 . 306 

ffi パ-キングブレ-キ . 112 


八ザードライト 

W 数……….….... .......3]] 

スイッチ . 263 

電球の交換 . 23已 

パーソナルライト 

W 数 . 311 

スイッチ . 202 

発炎筒 . 264 

パックアップライト 

W 数 . 311 

電球の交換 . 23已 

バックドア . 39 

バッテリー 

バッテ U —びあびった ............294 

冬の前の準備-点検 .] 已7 

バニティ S ラー . 212 

バルブ 

W 数……….…....… .... … ........31 1 

交換 . 23已 

パワーウインドウ . 64 

パンク 

パンクした . 277 

番号灯 

W 数 . 311 

電球の交換 . 23已 

八ンドル 

ステア U ング□ック ..... 103,107 
調整 .........................60 

0ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 132 

非常点減巧 

W 数 . 311 

スイッチ . 263 

電球の交換 . 2吕已 
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五十音順さ < いん 


ヒーター 

オートエアコン ....................... 162 

マニュアルエアコン . 170 

尾打 

W 数 . 311 

スイッチ . 122 

電球の交換 . 23巳 

ヒューズ . 246 

表示灯 . 117 

团 フォグライト 

W 数..……… ........31 1 

スイッチ..… .... 12已 

電球の交換………………………… . 23已 
フック 

けん弓ロック . 266 

冬用タイヤ . 1已7 


へッドライト 

W 数.……….......………....…………311 

手動光軸調整ダイヤル ............ 123 

スイッチ . 122 

ディスチャージヘッドライトに 

関する警告 . 24已 

電球の交換 . 23已 

へッドレスト 

調整 . 已2 

巧 ホイール . 228 

ち向指示灯 

W 数. ................ …… .3] 1 

スイッチ .11] 

電球の交換 . 23已 

ボトル ホルダー . 207 

ポータブルオーディオ 


ブレーキ 

パーキングブレーキ . 112 

ブレーキ付近か5 

キーキー音が聞こえる . 100 

ブレーキアシスト . 132 

フ□アマット . 216 

フ□ントシート 

調整 . 44 


フ□ントち向指示兼非常点滅打 


プレイヤー . 198 

ホーン . 113 

ボンネット . 231 

マニュアルエアコン . 170 

S ラー 

インナー S ラー . 61 

ドア S ラー.…… ...........................62 



W 数 


311 バニテイ S ラー . 212 


電球の交換………………………… . 23已 

レバー .... 111 

フ□ントフォグライト 

W 数.……… ........31 1 


0 メ-夕- 

メーター ... 114 

照度調整ボタン ........................]] 己 


スイッチ 


]2已 


表示切り替えボタン . 114 


電球の交換 . 23已 


メンテナンス 


フ□ントワイパーデアイサー ..... 177 メンテナンスデータ . 306 

分割巧働シート . 46 
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五十音順さ < いん 


巧 


I 


ユーザーカスタマイズ . 313 

油脂類 . 306 

4 WD オートモードスイッチ ..... 131 

ライセンスプレートライト 


B 


W 数 . 

…311 

スイッチ . 

.….122 

電球の交換… ....................... 

.… .23 已 

ラィ 


W 数… . . ... . 

.....31 1 

インテ U アライト . 

.….202 

コンソール照明 . 

.....200 

電球の交換..………… ............ 

.… .23 已 

八ヴードライト . 

.….263 

パーソナルライト . 

.….202 

非常点滅な . 

…263 

フォグライト . 

…125 

へッドラィト . 

.….122 

方向指示口 . 

.….111 

ラゲージルーム . 

.….217 

ラゲージルームライト . 

.……. 40 

リヤウィンドウデフォッガー 

.….176 

リヤシート 


調整.……….. ................... …… 

.…… .4 已 

前倒し......... ......................... 

47. 48 

U ヤち向指示兼非常点滅な 


.................................... 

.....31 1 

電球の交換… ....................... 

.… .23 已 

レバー-…………………… ..... 

..... 111 

リヤフォグライト 


W 数 . 

…311 

スイッチ . 

.….12已 

電球の交換 . 

.….23巳 


口！冷却水 

冬の前の準備■点検 ...] 已7 

容量...…...………………....…………308 
冷却装置 

エンジンオーバーヒート..……298 


因ヮィパ- 

フ □ント . 

U ャ . 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 

U モコン . 


.127 

.129 

.253 
… .32 
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症状別さくいん 

症が別さ<いん 


タイヤびパンクした 



バンクしたとさは 


エンジンびかからない 


P . 288 

エンジンがかからないとさは 

P .72 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .294 

パッテリーがあがったときは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーがシフトでさないとを 
は 


高水温警告灯び点灯、点滅した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを 無< した 


バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .291 

キーを無くしたとさは 


P . 294 

バッテ U - びあびったときは 


P . 22 
P .32 
P .3 日 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .3 日日 

スタックしたとをは 


警告打び点打-点滅した \ 

P .272 

警告灯びついたとさは 


3吕已 












































症状別さくいん 


► メーター 



■警告灯一覧 


(©) 

ブレーキ 警告な 

P . 272 

口 

充電警告打 

P . 272 


油圧警告な 

P . 272 

己 も 

高水温警告な 

P . 272 

0 

エンジン警告灯 

P . 273 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 

シヨナー警告打 P . 273 

(©) 

ABS & ブレーキ アシ 

スト警告灯 P . 273 


パワーステアリング 
とパ警告灯 P . 273 


4WD 

4 WD 警告な 

P . 273 


ディスチャ-ジヘッドラ仆才- 
トレべリンク警部 P . 273 

を 

半ドア警告 G 

P . 274 

甲 

燃料残量警告な 

P . 274 

ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告な P . 274 

を PASSENGER 

助手席シートベルト非着 
用警告灯 P . 274 

— 

ス7— トエントリー&スタート 
システム警告な P . 27巳 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った 、 

■警告巧の点打-点滅をご確認ください。（一 P . 272) 

■警告灯び点灯-点滅していないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 2目 

車外に出たとを 

スマートエント IJ -& スタート 
システムで□ックスイッチを押 
しにとを 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 110 

ブレーキを踏んだとさ 

P . 100 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック徹帕 


P . 231 P . 68 



ITI 521027 


燃料の容量（参考値）42 L 

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリン P . 69. 306 

標準タイヤ 


タイヤび冷えている 
とさの空気圧 



前輪 後輪 

FF 車 

2已 0(2 .已) kPa 化昼/ cm ?) 

4 WD 車 

230 (2.3) kPa 化昼/ cm 2) 


応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( k 呂 / cm う 
オイルのみ交換時 
エンジンオイル容量 3.4 L 

(参考値） オイルとフィルター交換時 


エンジンオイルの 

種類 


3.7 L 

トヨタ純正モーターオイル 

SN 0 W -20 (API SN 、 RC/ILSAC GF - 日 、 SAE 0 W -20) 
SN 日 W -2 日 （API SN 、 RC/ILSAC GF - 日 、 SAE 日 W -20) 
SN 日 W -3 日 （API SN 、 RC/ILSAC GF - 已 、 SAE 日 W -30) 
SN 10 W -3 日 (API SN 、 RC/ILSAC GF - 己 、 SAE 1 OW -30) 


SM 已 W -3 日 (API SM、EC SAE 已 W -3 日) 


SMI 日 W -3 日 (API SM、EC SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

130800 - 700-7700 

オープン時間36日曰9:0日〜18;日0 

所在地〒化日 - 〇〇〇? 名古屋巿中村区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http:// 而 w.toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍な巧会社: 

http://toyota.Jp 
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